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　この報告書は環境省、経済産業省、ＧＲＩから発行された各ガイドラ

インを参照して２００２年度（２００２年４月１日から２００３年３月３１日）の

活動を報告するとともに、今後の目標を掲載しています。�

　構成はＹＫＫグループの４つの中期環境経営基本政策を柱として、

具体的な取組内容を記載しました。�

　ＹＫＫグループでは２０００年から環境報告書を発行しており、今回で

４回目となります。�

　今後の環境保全活動や環境報告書の改善に皆様のご意見を反

映したく、巻末にアンケートを入れておりますので、忌憚のないご意見

をお聞かせください。�

　次回発行は２００４年６月を予定しています。�

◆記載内容の対象範囲：①②③④⑤⑥�

◆環境パフォーマンスデータの対象範囲�

　エネルギー、水、一般廃棄物：�
　①②③④⑤�

　化学物質、産業廃棄物：①②③ �

◆環境会計の対象範囲：①②③④�

�

海外会社の数値データについては、３１，３２

ページで報告しています。�

本報告書のYKKグループ対象範囲�

①ファスニング事業　国内生産拠点�

黒部工場�

黒部牧野工場�

�

②建材事業　国内生産拠点�

黒部工場（黒部建材素材工場）�

黒部越湖工場�

黒部荻生工場�

滑川工場�

富山水橋工場�

北海道工場�

東北工場�

四国工場�

九州工場�

秋田工場�

栃木工場�

茨城工場�

埼玉工場�

千葉工場�

神奈川工場�

京葉工場�

新潟工場�

三重工場�

滋賀工場�

静岡工場�

落合工場�

山口工場�

福岡工場�

熊本工場�

�

③その他の事業�

�

黒部工場（工機、研究開発）�

金属材料研究所�

�

④オフィス�

本社�

YKK Ｒ＆Ｄセンター�

YKK AP支店�

物流�

�

⑤関連会社�

グループ会社　17社�

�

⑥海外主要生産拠点�

�

上海YKKジッパー社�

ＹＫＫ香港社�

ＹＫＫドイツ社�

ＹＫＫ英国社�

ＹＫＫインドネシア社PPD工場�

ＹＫＫインドネシア社�

ＹＫＫシンガポール社�

ＹＫＫジプコ社�

大連ＹＫＫジッパー社�

ＹＫＫ台湾社（ファスナー）�

ＹＫＫスペイン社�

ＹＫＫエジプト社�

ＹＫＫインド社�

ＹＫＫブラジル社�

ＹＫＫイタリア社�

ＹＫＫフィリピン社�

ＹＫＫフランス社�

ＹＫＫタイ社�

ＹＫＫシュトッコ・ファスナーズ社�

ＹＫＫ韓国社�

ＹＫＫ深�社�

ＹＫＫギリシャ社�

ＹＫＫトルコ社�

ＹＫＫカナダ社�

ＹＫＫ Ｕ.Ｓ.Ａ.社�

ＹＫＫサザン・アフリカ社�

ＹＫＫアルミコ・インドネシア社�

ＹＫＫ台湾社（建材）�

ＹＫＫ ＡＰ Ｕ.Ｓ.Ａ.社�
国内生産拠点・研究所�

（ISO１４００１認証取得済み事業所）�

※YKKAP：建材商品開発、 販売会社�

：建材事業会社・工場�

：ファスニング事業会社・工場�

：複合事業所、その他事業会社�



メッセージ�

　「環境問題」は、廃棄物問題の深刻さや人類の存続を危うくする地球温暖化問題が顕在化した今、２１世紀の新た

な社会経済の構築のために、真剣に取り組むべき重要な課題となっています。�
�

　２００２年６月には京都議定書が日本でも批准され、ＹＫＫグループも地球温暖化対策を推進するため、グループ内の

省エネ推進とともに省エネ型商品の開発による、お客様の使用段階でのエネルギーの削減に努めております。�
�

　これからの経営理念には「環境問題」が織り込まれていなければなりません。ＹＫＫグループは環境問題を経営の重

要課題のひとつと位置づけて、動脈系・静脈系を合わせた事業活動のすべての分野において、環境政策を組織的・戦

略的に推進する環境経営体制を確立します。「環境」「経営」両面での効率性を継続的に向上することによって循環

型経済社会の構築に寄与し、企業にとっての社会的な責任を果たすことで企業価値を高めていきたいと考えています。�
�

　そのために中期環境基本方針として「循環型社会構築への寄与」を掲げ、４つの環境基本政策から具体的目標に

向かって、活動を推進しています。�

「エコプロダクツ開発・提供の推進」�

　　：設計段階からの環境配慮型商品開発によりお客様へ環境負荷の少ない商品を提供し、使用・廃棄段階の環境

　　負荷の低減を図ります。�

「環境負荷低減経営の更なる徹底」�

　　：法律や協定よりも厳しい自主管理基準による管理をベースとして、更なる地球温暖化防止、廃棄物の削減や　

　　 環境リスク管理の徹底を図ります。�

「グローバルな環境マネジメントシステムの構築と活用」�

　　：グループ全体で同じ環境目標に向けて取組み、継続的に改善を図ります。�

「環境コミュニケーションの推進」�

　　：社会に対するアカウンタビリティを推進してお客様の安心を図ります。�
�

　今後も環境保全の継続的な改善を経営課題のひとつとして掲げ、企業価値の向上に努めていく所存であります。

本報告書でＹＫＫグループの環境保全に対する考え方と活動をご理解いただくと共に、皆様の忌憚のないご意見・ご

指摘をいただければ幸いです。�

ＹＫＫグループ代表�

02

200３年６月�

メッセージ�
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Ⅰ・環境宣言／取り組み体制�

－地球環境問題に関する基本認識－�
�

　恵み豊かな地球環境を守り、健全な姿で次世代に伝えることは今や人類共通の最重要課

題と認識されています。ＹＫＫグループは、『地球にやさしい企業』を目指し、｢環境との調和｣

を事業活動の最優先課題として取り組み、推進することをここに宣言します。�

1994年9月20日�

ＹＫＫグループ代表　　田忠裕�

YKKグループ環境宣言�

・グリーン購入法、リサイクル法に基づく環境配慮型自主基準作成�
・環境配慮型商品カタログ作成�
・ＬＣＡ実施�
�
・グリーン購入基準の定量化��
・環境負荷の少ない工場で製造された環境配慮資材の調達��
・取引先への働きがけ�

・２００３年度末までに梱包資材原単位を１９９８年度の７％削減��
・２００５年度末までに包装、梱包資材リサイクル達成�

・モーダルシフトの推進��
・地方港の利用推進�

・２００２年度末までに国内の主要工場で一般廃棄物ゼロエミッション達成��
・２００５年度末までに世界の主要拠点でゼロエミッション達成を目指す��
・２００３年度末までにコピー用紙の購入量を１９９８年度の１０％削減��
・生ゴミの再資源化推進�

・２００３年度末までに世界の主要拠点でISO１４００１認証取得を完了する��
・世界の主要拠点でＹＫＫグループ内部環境監査の実施�

・環境会計システム運用と活用��
・環境効率指標の設定�

・冷媒用CFC-11（２００３年度末までに使用全廃）��
・発泡用HCFC-141b（２００２年度末までに使用全廃）��
・洗浄用HCFC-225（２０１０年度末までに使用全廃）��
・冷媒用HCFC-22（空調機更新･撤去時の冷媒回収推進）��
・世界の主要生産拠点で有害物質の使用削減を継続的に推進��
・ＰＲＴＲシステム運用により化学物質削減計画推進��
・立地における環境影響評価(環境アセス)の実施��
・土地購入時の汚染評価規定（法整備に基づき設定）　�

・２００５年度末までに国内の主要工場でエネルギー原単位を１９９０年度比１０.４％削減��
・２００５年度末までに国内の主要工場でエネルギー量を１９９０年度比１０.１％削減��
・２００５年度末までに国内の主要工場でCO2排出量を１９９０年度比１３.８.％削減��
・クリーンエネルギーの導入�

1）グリーン調達・購入に対応した環境配慮型商品・�
　サービスの開発・提供�

エコプロダクツ�
開発・提供の推進�

環境情報の開示�

地域社会との共生�

環境コミュニケーション�
の推進�

グローバルな環境�
マネジメントシステム�
の構築と活用�

環境負荷低減経営�
の更なる徹底�
（遵法性の確保）�

2）環境会計システムの導入�

1）世界の主要生産拠点、販売系・サービス系・オフィス系・�
　開発系の主要拠点でISO14001の認証取得�

（輸送効率の向上）�

3）化学物質のリスク低減�

2）ゼロ・エミッション�

1）地球温暖化対策（省エネルギー）�

環境行動目標�環境経営基本政策�

3）包装、梱包資材の減量化、易リサイクル化�

2）グリーン購入の推進�

・環境報告書の継続的発行��
・環境展示会への出展��
・環境ラベルの活用��
・環境教育制度の整備�

・社会活動の推進�

　ＹＫＫグループは環境宣言を受け、主要事業である建材事業（窓、
ドア、木質建材、外装用建材など）やファスニング事業（ファスナー、
ボタン、面ファスナーなど）がおよぼす環境負荷低減のために、４つ

の項目を中期環境経営基本政策と定め、それに沿った環境行動
目標に取り組んでいます。�

行動目標と実績�

ＹＫＫグループは、１９９４年９月に『ＹＫＫグループ環境憲章』を制定し、グループを挙げて環境対策に�
取り組んでいます。�
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　「環境政策委員会」は、環境基本方針の

決定や環境行動計画の承認を行っています。�

　「環境協議会」は、環境行動計画の策定、

事業部環境政策のチェックを行っています。

　�

　

�

YKK（株）取締役会�

ファスニング�
事業本部�

工機�
事業本部�

YKK AP（株）�

ＹＫＫグループ環境協議会�

・環境配慮型自主基準作成��
・建材事業の環境配慮型商品カタログ作成��
・ＬＣＡ環境負荷データを環境報告書へ掲載�

・工場と物流及び営業の共同配送完全実施��
・お客様への輸配送トラック積載効率の向上�

・２００２年度末までに国内主要生産拠点で一般廃棄物ゼロエミ達成��
・国内の主要工場で産業廃棄物原単位を１９９０年度比７０％削減��
・国内の主要工場で古紙回収率を８９％��
・生ゴミの再資源化推進 

・国内の主要生産拠点でのＩＳＯ１４００１認証取得の完了��
・グループ内部環境監査の実施�

・環境会計システム運用と活用�

２００２年度目標� ２００２年度実績� 掲載ページ�

・グリーン調達基準の定量化、運用��
・取引先への働きがけ ��
・環境負荷の少ない工場で製造された環境配慮資材の調達�

・国内の主要工場で梱包資材原単位を１９９８年度比５.５％削減��
・梱包資材の回収、リサイクル地域の拡大�

・国内の主要工場でエネルギー原単位を１９９０年度比７.８％削減��
・国内の主要工場でエネルギー量を１９９０年度比７.８％削減��
・国内の主要工場でCO2排出量を１９９０年度比９.４％削減�

・発泡用HCFC-141b（2002年度末までに使用全廃）��
・世界の主要生産拠点で有害物質の使用削減を継続的に推進��
・土地購入時の汚染評価規定（法整備に基づき設定）�

・環境報告書の発行��
・環境展示会への出展��
・教育ツールと体制の整備�

・社会活動の推進�

・環境配慮型商品基準、環境ラベル適用基準を作成��
・ＥＣＯ　ＭＥＳＳＡＧＥ２００３を発行（２００３.２）�
・環境報告書２００２にＬＣＡの結果を掲載�

・共同配送を完了��
・輸配送トラック積載効率８％向上�

・主要生産拠点中７拠点で達成��
・前年比３０％削減、１９９０年度比７０％削減��
・前年比回収率3％向上、古紙回収率８９％��
・国内生産拠点で推進継続�

・国内５サイトで認証取得（国内主要生産拠点で取得完了）��
・海外生産拠点１３サイトで認証取得��
・グループ内部環境監査を実施（東北工場、北海道工場、滑川工場）�

・セグメント会計として活用�

・取引先に対するグリーン購入ガイドラインを作成�

・前年比１６％削減、１９９８年度比３２％削減��
・リサイクル地域を拡大�

・前年比４.８％削減、１９９０年度比８.４％削減��
・前年比２.３％増、　１９９０年度比１７.６％削減��
・前年比０.３％増、　１９９０年度比２４.３％削減�

・発泡用HCFC-141ｂ　一部の商品を除き（２００３年度切り替え予定）達成��
・化学物質管理区分の設定�
・社有地の調査開始�

・ＹＫＫグループ環境報告書２００２を発行（２００２.８）��
・エコプロダクツ２００２へ出展（２００２.１２）、とやま環境フェアへ出展（２００２.１０）�
・採用内定者に入社前の環境教育実施、環境アクション２５（職場編）の実施�

・各地域で清掃活動を実施�
・環境啓蒙イベントの開催�

ＹＫＫグループ環境政策委員会�



ＹＫＫグループは、ＹＫＫ株式会社をマザーカンパニーとして、建材事業とファスニング事業を中心に、国
内外でグローバルに事業を展開しています。�

05

Ⅱ・YKKグループの事業と環境とのかかわり�
�

　ＹＫＫグループは、製造業という立場から公害対策（環
境関連法規制の遵守）、省エネルギー活動、廃棄物削
減活動などの環境保全活動を早い時期より事業展開
の中で推進してまいりました。また、それらの活動を更
に推し進めるために環境マネジメントシステムを構築し、
環境保全のための各種ツールの充実もはかってまいり
ました。�
　現在は、企業存続の価値を「環境経営を向上すること」
と位置づけて、社会に貢献する環境保全活動を推進
しています。�
　�
エコプロダクツで社会に貢献�
　弊社の商品はライフサイクルが長いことがひとつの特
徴でもあります。�
　設計段階での環境製品アセスメントを行うことで、商
品自体の環境負荷低減はもちろんのこと、お客様の使

用段階での環境負荷低減に大きく貢献できる商品を開
発しています。�
　たとえば建材事業では、省エネに大きく貢献する高
断熱・高気密、リサイクルに貢献する長寿命・分解の容
易性といった環境機能を基本性能に、有害化学物質
の抑制、ユニバーサルデザイン、防犯といった安全と安
心を付加することでお客様に「ゆとり」や「やすらぎ」の
ある環境にやさしい快適な生活スタイルを提案いたします。�

ＹＫＫグループ�
環境政策委員会委員長�
ＹＫＫ（株）取締役　森野  泰夫�

ＹＫＫグループ国内工場・オフィスの環境負荷マスバランス�

電力（電力会社からの購入電力）�

INPUT

グループ�
４億７２４０万kWh

燃料（重油、灯油、ガス、軽油、ガソリン）�
原油換算 ５６ ，６４０k  

水（再利用を除く）�
１，９３０万ｍ3�

�

化学物質（ＰＲＴＲ対象物質）�
２，１２９ｔ�

アルミ�
１１万ｔ�

銅�
９，５００ｔ�

コピー用紙� ２５７ｔ�
再生紙利用率� ９９％�

ＣＯ2

OUTPUT

３２万ｔ�

ＮＯｘ�
４６４ｔ�

ＳＯｘ�
１３１ｔ�

排水�
１，８６７万m3

ＢＯＤ�
４６ｔ�

一般廃棄物排出量�
（埋立て・焼却処分量）� ２２０ｔ�

産業廃棄物排出量�
（埋立て・焼却処分量）� ２，６５５ｔ�
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　建材事業ではアルミ材の溶解・鋳造・押出・表面処理・加工組
立までの工程を一貫生産しています。�
　また、木質建材、樹脂建材、ガラス製品など用途に合わせた素
材も使用しています。�
　ファスニング事業ではファスナー、ボタン、衣料用テープなどの部
材を一貫生産しています。�
　建材やファスニング製品の製造には大量のエネルギーと化学
薬品が必要でまた、ＣＯ2や廃棄物も排出されます。�
　ＹＫＫグループでは、最先端の省エネ設備導入やＣＯ2・ＮＯｘ・
ＳＯｘ排出量の少ない燃料への転換、有害化学物質の代替化な
どを積極的に図るとともに、資源の有効利用やゼロ・エミッション（廃

棄物の埋め立てゼロ）を進めています。�
　また、一昨年よりトライアルをはじめたＬＣＡ評価から、建材商品
のライフサイクルでは、使用段階での環境負荷低減の寄与が最も
大きく、また原材料の環境負荷が大きいことが明確になりました。�
　ＹＫＫグループでは、「省エネルギー」「省資源」｢リサイクル」「生
態系配慮」という４つのキーワードをコンセプトに、ライフサイクルを
通じて環境負荷が少なくお客様の健康にやさしい環境配慮型商
品の開発を進めています。�
　原材料においても、社内のリターン屑や市場のリサイクル材（ア
ルミホイール、サッシ屑、木粉、再生チップ、故銅など）を投入するこ
とにより、環境負荷の低減に努めています。�

事業における環境負荷�

◆建材事業�

◆ファスニング事業�

※今回の環境報告書の記載範囲�

※今回の環境報告書の記載範囲�

再
生
材
料�
原材料・副資材�
部品・半製品�

CO2: ２３万ｔ�
Nox:�
Sox:

４５０t�
１２６t 排水:１,６８７万m3 廃棄物: １１,２６７t

再生アルミ�

断熱サッシ�
断熱ドア�
低ホルム�
木質建材�

グリーン�
オフィス�
�
環境共生�
住　　宅�

再資源化率８３％�

取
引
先�

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー�

省エネ�
長寿命�

健康・安全�
快適�

再生アルミ�

木　粉� 木　屑�

再生チップ� 樹脂屑�

アルミ屑�
アルミホイール�

再生マーケット�

社内リサイクル�部品組立�

表面処理�押　出�溶解・鋳造�

鋳　造�

合　繊�

仕　上�

溶　解�

染　色�

植　付�

塗　装�

プレス�

射　出�

鋳　造�

加工組立�

水: １,７０６m3
電力:�
燃料:

化学物資:１,７８０t

再
生
材
料�

原材料・副資材�
�

CO2: ４.６万t
Nox:�
Sox:

１３t�
４t 排水: １７９万m3 廃棄物: １,７０５t

ファスナー�
面ファスナー�
スナップボタン�
樹脂部品�

リサイクル�
ユニフォーム�
�
リサイクル�
容易衣料�

再資源化率６３％�

取
引
先�

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー�

リサイクル�
健康・安全�
長寿命�

社内リサイクル�

水: ２１４万m3
電力:�
燃料:

化学物資: ３２０t

再生PET

銅・アルミ屑�

PETボトル�
廃PET素材�

故銅�
再生アルミ�

再生マーケット�



Open your Ecolife

Ⅲ・エコプロダクツ開発・提供の推進�

●環境配慮型商品の開発・提供�
●グリーン購入法、リサイクル法に基づく環境配慮型自主基準作成�
●ＬＣＡの実施�
�

環境配慮型商品・サービスの開発・提供�

環境行動目標�
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部屋の冷暖房効率を高める断熱・遮熱性能に優れた商品や、自然エネルギーを利用した
クリーンエネルギー商品を開発することにより、省エネルギーを推進します。�

材料のロスを減らし有効に使うことは、商品開発・生産段階で一貫した考え方です。�
さらに商品や包装梱包材をスリム化することで原材料の削減を目指します。 �
また、再生材料を使用することで資源の枯渇を抑制します。�

商品をできるだけ長く使えるように耐久性を高めることで廃棄物削減を目指します。�
また、リサイクルを容易にするため、分離・分解がしやすい設計を行います。�

有害物質の発生抑制に努めるとともに、ユニバーサルデザインを考慮し、健康で快適な暮
らしを応援します。�

環境高性能�

エコプロダクツ ビジョンを定め、商品の環境高性能、安全・安心を通して、お客様への快適生活スタイルの提案を目
指し、４つのキーワード「省エネルギー」「省資源」「リサイクル」「生態系配慮」を商品開発の基本コンセプトとして、
生産・流通・使用・廃棄に至るライフサイクルを通して環境負荷が少ない環境配慮型商品の開発を進めています。�

●環境配慮型商品開発における４つのキーワード�

省エネルギー（CO2の削減）�

省資源（材料の有効利用）�

リサイクル（廃棄物の削減）�

生態系配慮（人にやさしい）�

－ＹＫＫグループは、商品を通じて循環型社会構築に貢献します－�
�

社会が求める環境配慮型商品の�
基準を満たします。�
・長寿命�
・省エネ（高断熱・高気密）�
・高遮音（防音）�
・環境負荷低減素材使用�
・リサイクル可能�
�

安全・安心�
使用する人が安心して�

使える商品を提供します。�
・有害物質を含まない�
・シックハウス対策�
・防犯�

快適生活スタイル�
各自のスタイルに合わせた�

快適なくらしを支える商品をご提案します。�
・ユニバーサルデザイン�
・日常の手入れがしやすい�
・既存空間の変更提案（リフォーム）�
・ユーザーのライフスタイルに対応�
�

エコプロダクツ ビジョン�

快適生活スタイル�

安全・安心�環境高性能�

快適生活スタイル�

安全・安心�環境高性能�
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　ＹＫＫグループでは２００１年よりすべての建材商品において、
設計・商品・量産の各段階のデザインレビュー（ＤＲ）で「環境製
品アセスメントチェックリスト」を用いた審査を義務付けて参りました。�
　今回、日々変わる環境問題及びお客様がメーカーに求める商
品における環境配慮の変化に対応すべく、チェックリストを見直し
ました。�
　商品を開発コンセプトである４つのキーワードごとに点数評価で
きるようにし、その商品が何に配慮された商品なのかを設計・商品
化段階で把握するとともに、よりお客様のニーズに答えるためのツ
ールとして、『環境製品アセスメントＶｅｒ．２』を２００３年４月より運用
開始しました。また、それらを厳密に評価する『環境アセスメント評
価マニュアル』を発行し、更なる環境高性能の商品開発に取り組
んでいます。�
�

●環境配慮型商品のためのツール開発�

　建材事業では「循環型社会への貢献」をめざして、環境配慮
型商品の開発、販売を進めていましたが、これら商品の選択にお
ける環境性能の情報公開の必要性から、2003年3月より自己宣
言型環境ラベル（エコクローバー）認証制度を開始しました。�
　またこの制度により、ハイレベルの環境配慮型商品の継続的な
創出をはかり、適合商品を順次提供していきます。�
　信頼性を高めるために、従来の環境配慮型商品の社内基準
より一段と厳しい、基準を環境ラベル認証の基準として採用しま
した。また、透明で信頼ある認証評価を行うために、社外専門家（環
境コンサルタント）による消費者としての意見を優先的に取入れ
ております。�
　適合商品には、「エコクローバー」マークをカタログ等に表示し、
詳細な環境性能のメッセージを記載することで、商品選択におい
て求められる環境情報を公開してまいります。�

ＹＫＫグループのエコマークに、環境配慮型商品の開発における「省エネルギー」
「省資源」「リサイクル」「生態系配慮」の4つのキーワードを幸せを呼ぶ４つ葉
のクローバーに見立てて表現し、「エコクローバー」のマークにしました。�

環境製品アセスメントＶｅｒ．２の運用�

ＹＫＫ ＡＰ  環境ラベル『エコクローバー』の認証制度を開始�
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　ＹＫＫグループでは、商品のライフステージにおけるＣＯ2の排出
量やその他の環境負荷を把握することにより、環境負荷の少な
い商品の開発や使用条件に適した商品の選択提案を目指して
います。�
�
ＬＣＡの適用例�
　エピソード100引違い窓のLCA評価結果をもとに使用段階の
CO2排出量を詳細に分析しました。下表は家一棟当り、サッシ１セ
ット当りのCO2排出量の内訳をまとめたものです。参考として東京
で一般サッシ（フレミング）を使用した場合も示しています。マイナ
ス値は暖冷房にかかわるCO2の排出に対して削減効果があるこ
とを意味しています。窓の断熱性向上は、特に冬季の暖房負荷

に係わるCO2の排出削減に効果があることが分かります。�

　一方、サッシ１セット当りの比較では、仙台でレミッグ（低放射複
層ガラス）を南面に用いたケースの暖房負荷や札幌で一般複層
ガラスを北面に用いたケースの冷房負荷に対して削減効果があ
ることを示しています。これは冬季の日射熱取得や夏季の放熱
の効果によるものです。�

　このように、使用段階のLCAの適用例としてCO2排出量を分
析することで、お客様に地域性や方位性を考慮したより効率的な
開口部提案ができると考えています。�
 今後、環境影響評価の統合化についても、関連研究機関の研
究成果を取り入れて完成度を高めて参ります。�

アルミと熱伝導率の低い樹脂形材を
組合せたアルミ樹脂複合構造�

上枠等には強度と断熱性を両立させる
ため、アルミに樹脂をはさみ込んだダ
ブルバリア構造を採用�

ＬＣＡ評価対象商品（エピソード１００）�

フレミング� 一般�
複層�

北面�

南面�

・対象製品：エピソード100引違い窓1613（一般複層およびレミッグ），フレミング引違い窓1613（一般複層）　・熱負荷計算モデル：建築学会標準モデル�
・使用ソフト：住宅熱負荷計算プログラム「SMASH」／（財）IBEC・ 気象データ：拡張AMeDAS標準年気象データ／建築学会�
�

条　件� 総負荷量�

２,１８６�

９４３�

１,８３７�

６１４�

１,１８９�

-１２２�

北面�

南面�

２,６９１�

８７１�

１,６７６�

-２６１�

３,９９４�

２,１０１�

２,４８２�

４８６�

東
　
京�

エピソード100

仙
　
台�

札
　
幌�

-１０００� -５００� ０� ５００� １,０００� １,５００� ２,０００� ２,５００� ３,０００� ３,５００� ４,０００� ４,５００�

CO2排出量[kg]

◆サッシ1セット当りのCO2排出量-30年間 分析結果�

一般�
複層�

北面�

南面�

レミッグ�
北面�

南面�

一般�
複層�

レミッグ�
北面�

南面�

エピソード100

エピソード100

一般�
複層�

北面�

南面�

レミッグ�
北面�

南面�

３４�２,１５３�

９９５�

１,７６５� ７２�

６７３� ２７０�

３１１�

１９５�

-５６４� ４４２�

２,７８５�-９４�

３０４�

４３�１,６３２�

６８３� １８８�

-６０６�

-１５８� ４,１５２�

-２４� ２,５０６�

１,９８９� １１２�

２２１�２６５�

３４５�

冬�

夏�

◆家一棟当りのCO2排出量-30年間 分析結果�

フレミング� 一般�
複層�

冬�

夏�

条　件� 総負荷量�

４９,７９６�

１１,７８９�

４５,２４７�

１１,７６８�

３５,１９６�

１２,７２４�

冬�

夏�

７５,５１７�

７,４５０�

６０,２１７�

８,４９７�

９３,５８２�

３,７６８�

７１,６１８�

４,９３１�

東
　
京�

エピソード100

仙
　
台�

札
　
幌�

-３０,０００�-２０,０００� -１０,０００� ０� ３０,０００� ４０,０００� ５０,０００� ６０,０００� ７０,０００� ８０,０００� ９０,０００� １００,０００� １１０,０００� １２０,０００�１０,０００� ２０,０００�

CO2排出量[kg]

一般�
複層�

冬�

夏�

レミッグ�
冬�

夏�

一般�
複層�

レミッグ�
冬�

夏�

エピソード100

エピソード100

一般�
複層�

冬�

夏�

レミッグ�
冬�

夏�

壁面�

開口部�

土間床�

換気�

内部発熱�

【算出条件】�

LCA
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　窓やドアといった開口部の断熱性・気密性を高めることで、住
環境の向上・省エネに貢献します。�
　「エピソードウッド」は、室外側がアルミ、室内側は天然木の複合
構造と独自の断熱構造の組み合わせによるワンランク上の断熱
性能をもった窓です。天然木は自然林を伐採した木材を利用せ
ず植林木を使用し、廃棄時にアルミと木の分別回収が可能なスラ
イド結合構造を採用しています。 

開口部の断熱性・気密性を高め、結露防止と�
住まいの省エネルギーに貢献―「エピソードウッド」�

　当社とユニチカグループ（ユニチカ（株）、ユニチカファイバー（株）、
ユニチカ通商（株））は、世界でも初めてとなる完全生分解性の
面ファスナーを共同開発しました。�
　この生分解性面ファスナーは、環境低負荷素材である植物由
来の生分解性ポリ乳酸樹脂※を主成分として、使用後はコンポス
ト中あるいは自然環境中で分解消滅いたします。そのため、農業・
林業分野、土木分野や電線の結束バンド、医療あるいは食品分
野などで多く用いられる使い捨て衣料・資材としての需要が期待
されています。�

生分解性「面ファスナー」の開発�

●環境配慮型商品　　環境高性能�

�

結束バンドの使用例�

�

　トウモロコシなどのでん粉から乳酸発酵を経て化学合成によって作られた植物を
原料とした素材です。最終的には自然界で炭酸ガスと水に分解され、炭酸ガスはま
たトウモロコシに吸収されるなどの特徴があり、資源の面からも環境の面からも地
球にやさしいエコロジーマテリアルといえます。将来は、石油系プラスチックに取っ
てかわる、環境低負荷素材として期待できます。�

※生分解性ポリ乳酸樹脂�

灯油および電気損失量の試算比較例�

室内側からサーモグラフィで見る断熱性能の比較�

家一棟　16窓使用（窓面積＝35m2）�

暖房期間／11月～2月（120日）�
室外温度／6℃�
室内温度／20℃（温度差／14℃）�
灯油発熱量／8,900Kcal/　（熱効率／90％）�
※1日平均9時間使用と仮定�

冷房期間／7月～9月（90日）�
室外温度／30℃�
室内温度／26℃（温度差／4℃）�
冷房能力／860Kcal/K・w・h（冷房効率／300％）�
※1日平均10時間使用と仮定�

引違い半外付け　W１６９０mm×H１３５９mm�
復層ガラス（ガラス３mm＋空気層１２mm＋ガラス３mm）（Low-E・ガス入り）�

条件　室内温度：２０℃�
　　　室外温度：０℃�

断熱サッシ（エピソードウッド）�
LOW-E・ガス入り複層ガラス�

一般アルミサッシ�
単板ガラス�

断熱サッシ（エピソードウッド）�
LOW-E・ガス入り複層ガラス�

一般アルミサッシ�
単板ガラス�

370�
リットル�

273.5�
Kwh

132.1�
リットル�

97.7�
Kwh

約64％減� 約64％減�

冬期（灯油損失量）�

断熱サッシ（エピソードウッド）�

引違い半外付け　W１６９０mm×H１３５９mm　単板ガラス３mm
一般アルミサッシ�

夏期（電気損失量）�

LOW-E・ガス入り：複層ガラスのガラス面に特殊金属膜を施し、赤外線を反射する性質を持たせて断熱性を�
高めたガラスです。特殊ガスを複層ガラスの間に入れることにより、さらに断熱性が高くなります。�

一般アルミサッシでは、外の冷気が室内に�
伝わっていることがわかります。�
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　網戸は、従来PVC（ポリ塩化ビニル）を材質とした商品でした。
PVCは、単体ではリサイクルが可能ですが、焼却するとダイオキシ
ン類が発生するおそれがあります。網戸の張替え時に排出される
廃棄物は、他のゴミと混ぜて焼却される可能性もあることから、環

境にやさしい非塩ビ製網戸の開発・切替えを行ってまいりました。�
　網戸ネットはPP（ポリプロピレン）に、ロープはEVA（エチレン酢酸
ビニル共重合体）およびTPO（オレフィン系熱可塑性エラストマー）
にそれぞれ材質を変更し、2002年度に切替えを完了いたしました。�

網戸商品の非塩ビ化�

　ファスニング事業本部では、ファスナー製品において（財）日本
染色検査協会よりエコテックス･スタンダード100・クラスⅠの認証
を取得し、環境に配慮した商品開発に取り組んでいます。�
　エコテックス･スタンダード100は繊維製品分野におけるいわゆ
るエコラベルで、欧州を中心に世界16カ国の繊維検査団体でつ
くるエコテックス国際共同体（事務局：スイス・チューリヒ）が実施す
る規格です。本規格は各国政府が定める規格基準より厳しいこ
とより、有害物質に対する規制の厳しい欧州各国ではエコラベル
の代表的なものであり、事実上の世界規格となっています。�
　ＹＫＫでは、各グローバルアカウントからの要求にこたえるためにも、
クラスⅠ（乳幼児向け製品における規格で、ⅠからⅣまであるクラ
ス中最も厳しい規格）においてファスニング製品の認証を取得し
ました。�
　欧州各社をはじめ、欧州向け輸出の多いアジア各社における
ファスニング製品においても認証取得済みであり、ＹＫＫグループ
はお客様の安全と安心、そして環境に配慮した商品開発を推進
しています。�

ＹＫＫファスナーが｢エコテックス･スタンダード100｣の�
認証取得�
� エコテックス･スタンダード100とは�

消費者に安全な繊維製品を提供するための�
世界をリードしている繊維製品分野のエコラベル�

　２００３年7月より建築基準法に新たに「シックハウス対策」が加
わり、ホルムアルデヒドを発散する恐れのある建築材料の使用が
制限されると同時に、JIS規格・JAS規格で新たに上位区分として「
F☆☆☆☆」が設定されます。�
　ＹＫＫグループでは木質インテリア建材『ラフォレスタ』の室内ドア、
室内引戸、クローゼットドア、収納商品、フローリング、階段、玄関ド
アなど法律の規制対象となる全てのホルムアルデヒドを発散する
恐れのある住宅建材商品に関し、最も発散量が少ない最高区分
の「F☆☆☆☆」への切り替えを行ないます。�
　切り替えは2003年4月の生産より順次行い、7月の改正建築基
準法に合わせ、6月末までに対応を完了します。�
　また今回の「F☆☆☆☆」仕様への切り替えに際し、建築現場
でホルムアルデヒド発散性能区分の確認を円滑に、且つ容易に
行なえることを目的に、関連４団体（日本建材産業協会、日本住宅
設備システム協会、リビングアメニティ協会、キッチン・バス工業会）
で制定した表示ガイドラインに準じ、右記の「性能区分表示ラベル」
を規制対象商品に貼り付けて出荷いたします。�

シックハウス対策：最高基準（F☆☆☆☆）への�
切り替えと『性能区分表示ラベル』の添付�

●環境配慮型商品　　安全・安心�

ラフォレスタ�
スウィングドア�

ラフォレスタ３枚連動引戸�

１００以上の試験項目を、いかなる国の法
規制よりも厳しい規格で実施�

人体に危険を及ぼすレベルの有害物質は
含まれていないことを保証�

◆表示ラベル�

繊維製品�

検査・試験�

認証（ラベル発行）�

消費者に大きな安心感�

（分類はⅠ:乳幼児用～Ⅳ：家具・備品用素材）�
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　これまでは、古くなった建物は壊して建て直す「スクラップ＆ビ
ルド」が主流でした。�
　しかし環境問題への関心の高まりから、リニューアルやリフォーム
が見直されています。建物を長持ちさせることは、廃棄物やＣＯ２排
出量を減らすことにつながるからです。�
　建材事業では環境という切り口からリニューアルに対応した多
様な商品を開発し、住宅の長寿命化に積極的に取り組んでいます。�
�
・樹脂製内窓　後付２重窓　「新プラマードＵ」�
　今ある窓はそのままに、その内側の木枠に熱伝導率の低い樹
脂サッシを直接取り付けることで、冷暖房効果を高めます。いや
な結露の発生を低減する優れた断熱性と、防音サッシと同等の
遮音性の効果を発揮し、１年中快適に過ごせます。�
　樹脂に木粉を入れずに木目調の質感を出し、廃棄時のリサイ
クルにも有利です。�
　また、後付で、既存の窓の大きさに合わせて製作するタイプで
すので、窓の大きさに関係なく、他メーカーのサッシでも取付け可
能です。　�

「スクラップ＆ビルド」からリフォームへ�

　「プリファ」はカラフルなグラフィックをプリントできるファスナーです。
コンピュータグラフィックをもとにパターンを作成するため、お好みの
柄やイラスト、ロゴなどをプリントすることができます。�
　環境面では、水無し染色、高効率洗浄（バブルバイブレーター
方式使用）を行うことで水資源の節約に貢献しています。染料は、
人体に影響を与えない染料インク（非アゾ染料）を使用しています。
また、品質面でも、洗濯しても色が落ちない高い堅ろう度を保持し
ています。�

インクジェットファスナー「プリファ」�

暮らしを快適にする３つのメリット�

●環境配慮型商品　　快適生活スタイル�

�

お客様の自由な発想の�
ファスナーを創れます�

※データは当社調べ�

新プラマードＵ施工例�

①お客様からのＣＧデザインをインターネットなどで受けます。�
②カラープリンターを使ってファスナー上に染料でプリントします。�
　カラーは、４色（赤・青・黄・黒）のインクの組み合わせで無限大に表現でき、鮮明色
　も可能です。�
③連続染色装置で水を使わずに熱をかけて発色し、洗浄します。�

※プリファの生産の流れ�

断熱性能約３倍で、灯油消費量を大幅節約� 騒音を３０ホンもカットする優れた防音効果� 不快な結露が低減して住まいは長もち�
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環境行動目標�環境行動目標�

グリーン購入�

●グリーン購入品の調達推進�
●グリーン購入基準の定量化�

環境行動目標�

　２００２年度のグリーン購入件数は、２００１年度比１１０％を超
えました。�
また、仕入先の皆様との協同的な取り組みにより、環境負荷の着
実な低減と環境リスクの回避を図るとともに、環境配慮型商品開
発の指針となることを目的とし、取引先向けのグリーン購入ガイドラ
インを策定しました。�

・ＹＫＫグループ化学物質ガイドラインの管理区分１に該当する�

  物質を含む物品の購入禁止�

・管理区分２、３に該当する物質を含む物品の代替化提案�

・再資源化への配慮�

・梱包・包装材の環境配慮　を、お願いしています。�

２００２年度実績�

　2003年度のグリーン購入件数は、2002年度比105％以上を目
標とします。新規購入品についてはグリーン商品を指定するとと
もに、既存購入品のグリーン商品への切替えを積極的に行います。
具体的には、ケミカルリサイクルできるユニフォームの導入などを検
討します。�
　また、取引先へ環境マネジメントシステム構築状況を確認する
アンケートを実施し、取引先へ更なる環境配慮の啓蒙や環境マネ

ジメントシステム構築サポートを行います。�
　取引先向けのグリーン購入ガイドラインで得られた情報をデータ
ベース化し、商品に含有される有害化学物質の削減、および商
品開発・設計の段階で環境負荷の低い材料や部品を選択でき
るように役立てて行きます。�
�

今後の取り組み�

◆ＹＫＫグループ化学物質ガイドライン管理区分の概要�

環境に配慮した材料・部品等の資材を環境配慮企業（環境に前向きに取り組んでいる企業）から購入する
ことにより、事業活動全体の環境負荷の低減を図るとともに、資源循環型商品の開発・提供を推進し、社
会全体の環境負荷の低減にも寄与します。�

法的な規制物質�
（ＨＣＦＣなど）�
�

地域・社会から改善要望を求められている物質�
（ダイオキシン類、環境ホルモンなど）�

ＰＲＴＲ法における特定第１種指定化学物質�
（発ガン性ランク１の１２物質）�
�

ＰＲＴＲ法における第１種及び第２指定化学物質�
（発ガン性ランク１の物質以外の物質）�
�

①�

②�

③�

④�

管
理
区
分
１�

【
禁
　
止
】�

管
理
区
分
２�

【
削
　
減
】�

管
理
区
分
３�

【
適
正
管
理
】�

・労働安全衛生法（製造禁止）�
・化審法（第1種特定）�
・毒劇法（特定毒物）�
・オゾン層保護法（CFC等の製造禁止）�
・大防法(特定粉じん）�
・ＹＫＫ自主管理物質�

・オゾン層保護法（HCFC等の削減対象）�
・環境ホルモン�
・ＰＲＴＲ法(特定第１種）�
・ＹＫＫ自主管理物質�

・ＰＲＴＲ法(第１種、第2種）�
・水濁法（健康項目）�
・土壌・地下水環境基準�
・シックハウス物質�
・エコテックス�
・ＹＫＫ自主管理物質�
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環境行動目標�環境行動目標�

梱包材の削減�
�

●2003年度末までに梱包資材原単位を1998年度比７％削減�
●2005年度末までに包装、梱包資材リサイクル達成�
�

環境行動目標�

　梱包材の構成は、段ボール、紙系、木材系が全体の70％を占
めています。�
　２００２年度の売上当たり梱包資材原単位は、１９９８年度比32
％削減と２００３年度目標を達成しています。�
　段ボールについては、過剰包装の見直しを進めました。また、プ
ラスチック系については、ビニールテープの代替、ＰＰバンドの不
使用、発泡スチロールから段ボールへの切替えなどを推進し、梱
包費を大幅に削減することができました。�

２００２年度実績�

　黒部荻生工場では、ハウスメーカー様への納入商品の梱包方
法を改善し、緩衝材とＹＫＫの面ファスナーを一体型にした梱包
材を開発しました。従来からの枠タイプに加え、障子についても同
様に展開した事で、枠・障子共に梱包廃棄物ゼロを実現しました。�

緩衝材とＹＫＫの面ファスナーを一体型にした通い式梱包材�

商品の品質を維持しながら、包装梱包の簡素化や梱包資材の再利用を推進しています。�

廃棄物となるポリエチレンシート、ビニール袋などの包装材を廃止し、通
い式梱包材（緩衝材：発泡ポリエチレン、結束材：ＹＫＫ面ファスナー）を回収・
再利用しています。�

従　来� 改善後�

梱包�

出荷�

回収�

開梱�

梱包材廃棄�

回収袋�

梱包廃棄物ゼロ�

梱包材購入実績�

０�

２０�

４０�

６０�

８０�

１００�

１２０�

１９９８年�

９１.５％�

段ボール、紙系、木材系�

１９９９年� ２００２年�

PE、PP、発泡スチロール系�
単位：％�

２００１年�

９１.３％�

２０００年�

１００％�

８０.５％�
７３.２％�
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　地球温暖化防止のため、ISOのシステムに省エネ活動を組み
込み、エネルギー管理の徹底およびエネルギーの有効利用（ＣＯ2
の排出抑制）に取り組んでいます。�
　２００２年度の売上高当たりエネルギー原単位の実績は、前年
比4.8％削減、９０年度比8.4％削減と目標を達成することができま
した。�
　また、生産量が若干回復しエネルギー使用量は増えましたが、
エネルギー及びCO2排出量の総量も、目標を達成することができ
ました。�
　輸送関連は、共同ル－ト配送契約から積載重量あたりの運賃
への契約切替により、物流センターからお客様への積載効率が
約８％向上しました。また、輸配送ルートの重複を回避するために、
一部ターミナルポイントを設置した効率的な配達も開始しています。�
　モーダルシフトについては､輸送納期に余裕のある製品に対して、
トラックから鉄道輸送へのシフトをさらに推進しました。�

２００２年度実績�

�

　生産変動に対応した省エネルギー活動を更に推進するとともに、
自然エネルギーの導入や温暖化係数の小さいエネルギーへの転
換を進めていきます。　�
　輸送関連では、ターミナルポイント設置増による効率輸配送の
第二ステップを随時スタートさせ、輸配送ルートの重複回避と幹線
輸送の大型車利用でトラック台数の削減を図ります。�
　また、2003年９月開始の大型車のスピードリミッター装着への対
応と、2003年10月1日より東京・埼玉・千葉・神奈川・兵庫県下で
開始されるディ－ゼル車ＮＯx規制対応を最優先で行います。�

今後の取り組み�

３０�

４０�

５０�

６０�

７０�

８０�

９０�

原単位（千k　/億円）�

ＣＯ2排出量の推移（YKKグループ国内主要工場）�

０�

１００�

２００�

３００�

４００�

５００�

１９９０年�

３０７� ３２５�

CO2排出量（千t）�

１９９８年� ２００２年�２００１年�２０００年�

４０４�

１９９９年�

３２６� ３０５� ３０６�

０�

５０�

１００�

１５０�

２００�

２５０�

３００�

１９９０年�

１６８�

１７８�

エネルギ－量（千k   ）�

１９９８年� ２００２年�２００１年�２０００年�

２１０�

８１.４�
７８.６�

８１.２� ７９.６� ７８.４�
７４.６�

１９９９年�

１８２� １６９� １７３�

エネルギー使用量・売上高原単位の推移�
（YKKグループ国内主要工場）�

Ⅳ・環境負荷低減経営�

環境行動目標�環境行動目標�

地球温暖化防止（省エネルギー、輸送対策）�

●2005年度末までに国内主要生産拠点で、1990年度比�
　エネルギー原単位10.4％削減、エネルギー量10.1％削減、CO2排出量13.8％削減�
●クリーンエネルギーの導入�
●輸送効率の向上　●モーダルシフトの推進　●地方港の利用推進�

環境行動目標�

工場の新設や設備更新時の高効率設備の導入、生産変動に対応したエネルギー消費のための工程改善、
設備を効率良く稼働させるための管理標準の整備などの省エネルギー活動を積極的に推進しています。
また、輸送効率を向上させることで、地球に優しい輸配送を目指します。�
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　温室効果ガスを出さないクリーンエネルギーの導入を進めて
います。�
　黒部工場では、敷地内に太陽光発電システムを設置し、構内
の外灯用電源としています。�
　東北工場では、正門のリニューアルにともない、守衛棟の屋
根に太陽光発電システムを採用しました。�
　また、上水場から工業用水の落差を利用し、水車を回転させ、
発電を行う工水発電システムを導入し、工場で使用する電気の
一部をまかなっています。�

自然エネルギー利用の推進�

　ファスニング事業本部の繊維材料製造部門では、深夜の稼動
は1人作業で、大フロアの照明を全点灯（９８５灯）していました。�
　大フロアの照明を６分割し、ＰＨＳ電話機をリモコン送信機とし
て利用した照明スポット化システム装置により、照明スイッチを離
れた所からＯＮ／ＯＦＦをさせ 、作業エリアのみの点灯にすること
で省エネを図りました。�
　効果が確認されたため、他のフロア（９１８灯）へも水平展開を
行いました。�

照明スポット化システム装置導入による照明電力の削減�

作業エリアのみを点灯�

PHS

受信機・送信機�
�

照明用分電盤�

東北工場　工業用水発電装置�

黒部工場　太陽光発電システム�

東北工場守衛棟　太陽光発電システム�

効果�

�

電力の削減 ：�
ＣＯ2削減量：�
削減金額 ：�
投資金額 ：�
回収年数 ：�

３０５千kWh/年�
１０９ｔ/年�

３,８１８千円/年�
７,７０７千円�

２年�
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環境行動目標�環境行動目標�

ゼロ・エミッション（廃棄物の削減・再資源化）�
�

●2005年度末までに世界の主要拠点でゼロ・エミッション※達成を目指す�
環境行動目標�

　廃棄物のリサイクルへの取り組みは、1970年代にアルマイト工
程の廃アルカリから水酸化アルミニウムを回収したのが始まりです。
その後、汚泥の再資源化、酸回収等廃棄物の減量化、再資源化
を推進し、成果を上げてきました。�
　2005年度末までに再資源化100％を目指し、ゼロ・エミッションの
達成に取り組んでいます。 

ＹＫＫグループの廃棄物の減量化、再資源化�

再利用、再資源化物　１００％�

２００５年 ： ゼロ・エミッション達成�

２００２年度実績�

　汚泥のセメント原料化、廃プラのマテリアルリサイクル、セメント
燃料化、ガス化溶融炉でのリサイクル、廃油の燃料化を更に推進
するとともに、廃アルカリ、レンガ屑、陶磁器屑などまだリサイクルさ
れていない廃棄物の再資源化、廃OA機器のリユース化を実施し、
２００５年度末までにゼロ・エミッション達成を目指します。�

　廃プラは、従来のマテリアルリサイクル、セメント燃料としてのサ
ーマルリサイクルに加え、廃OA機器のマテリアルリサイクルや分別
回収を徹底して、有価でのマテリアルリサイクルを始めました。�
　工場で発生する複層ガラス屑などの板ガラス、路盤材へのリサ
イクル、廃蛍光灯、廃電池のリサイクル、木屑（MDF）のリサイクル
が進みました。�
　工場緑化作業の際発生する剪定屑、伐採屑、刈芝の肥料化
へ向けた試験を開始しました。�
　四国工場と黒部荻生工場では前倒しで産業廃棄物のゼロ・エ
ミッションを達成しました。�
　これらにより、２００２年度の産業廃棄物処分量売上高原単位
は前年比３0％削減し、９０年度比７0％削減と目標を達成すること
ができました。�

今後の取り組み�

２００２年 

１９９０年�

１９７０年代�

処分物　７９％�２１％�

９％�９１％�

３％�

９７％�

８０�
８６�

２００１年�２０００年� ２００２年�１９９９年�１９９８年�１９９７年�

古紙回収率の推移（ＹＫＫグループ国内主要工場）�

１００�

９０�

８０�

７０�

６０�

５０�

回収率（％）�

８６�８５�
８９�

７６�

産業廃棄物処分量・売上高原単位の推移（YKKグループ国内主要工場）�

０�

２０�

４０�

６０�

８０�

１００�

１２０�

１９９０年�

６１.３�

処分量（百t）�
３.９３�

１９９８年� ２００５年�２００１年�２００２年�

０�

１�

２�

３�

４�

原単位（t/億円）�

２.３５�

１.６８�

２０００年�

５３.８�

２.５１�

１９９９年�

１００.３�

５３.０�

３５.３�
２６.２�

１.１７�

０�

廃棄物を資源と考え再資源化し、ゼロ・エミッション達成に取り組んでいます。�
�

※YKKグループのゼロ・エミッション：事業活動に伴って発生する廃棄物の埋立て処分量をゼロにすること�

２.９４�
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　黒部事業所では、ゼロ･エミッションを目指して、各事業本部が
利用できる共通のリサイクルステーションとして、2002年4月より黒
部リサイクルセンターを稼動しました。�
　このリサイクルセンターは、各事業本部の廃棄物集積スペース
の確保が困難、廃棄物が少量の場合、運搬効率が悪くコスト高
になるなどの課題に対して、効率よく低コストで廃棄物のリサイク
ルを図ることを目的にしています。�
　木くず、パレット、段ボール、廃プラ、発泡スチロール、廃蛍光灯、
廃OA機器、金属屑、古紙、機密書類、ガラスビン（飲食用）、等を
回収または受入れ、仕分け・減容・計量・保管し、再資源化物とし
て再生業者への払出しを行っています。�

黒部リサイクルセンターの稼動�

東北工場で生産されている室内木質ドアについて、スチールの
補強材が入った木屑や物流からの回収品が一部発生しますが、
これまでは埋立て処分を行っていました。�

　しかし現在は、破砕・分別作業を行うことで、木屑チップについ
ては、ボイラー燃料として再資源化し、金属系材料については、
再生合金として有効利用しています。�

木質ドアのリサイクル�

　工機事業本部では、機械研削加工工程から磨耗し使用できな
くなった研削砥石が発生します。�
これまで、リサイクルの回収ルートがなく埋立て処分をしていまし
たが、2002年5月より納入メーカーと協力し、製品回収再生利用ル
ートへの搬出を始めました。納入メーカーとの通いに専用箱を作り、
回収を容易にしました。�
　使用済研削砥石は、種類別に分別し、破砕・ふるい分けされ、
研磨材や耐火材等製品の原材料として再生利用されています。�

使用済研削砥石のリサイクル�

分別された木屑チップと金属材�

スチール補強材入り�
室内木質ドア�

研削砥石回収通い箱�

ボイラー用燃料へ�

段ボ－ルの回収集積作業�

木くず、パレットの払出し作業�

集積された木くず、�
パレットを破砕・減容して�
再生業者に払出します。�

合金へ�

破砕　分別機�
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環境行動目標�環境行動目標�

化学物質管理�

●世界の主要生産拠点で有害物質の使用削減を継続的に推進する�
環境行動目標�

　2002年度は、化学物質の管理体制を強化しました。その１つと
して、原材料や副資材のＭＳＤＳ（製品安全データシート）をデータ
ベース化し、1月より運用を開始しました。これにより社内における
化学物質情報の共有化を図るとともに、有害物質の使用削減を
進めました。�
　2002年度におけるＰＲＴＲ法対象物質の使用・排出状況は下
表のとおりです。各工場では水系塗料の採用や代替フロン物質
の代替化を進めましたが、ＭＳＤＳ情報の精度向上や生産量増
加により、2001年度に比べると使用量は増加となりました。�

２００２年度実績�

　ＭＳＤＳデータベースを充実・活用し、更なる化学物質のリスク
低減に努めます。�
　ＰＲＴＲ法に基づき、2003年3月に化学物質の排出量・移動量
について公表されました。YKKグループは、使用化学物質のリス
ク評価や、その結果に対するコミュニケーションの方法を引き続き
研究・実施していきます。�

今後の取り組み�

亜鉛水溶性化合物�
アジピン酸ビス（２-エチルヘキシル）�
エチルベンゼン�
エチレングリコール�
キシレン�
クロム及び３価クロム化合物�
コバルト及びその化合物�
無機シアン化合物�
１,１-ジクロロ-１-フルオロエタン�
ジクロロペンタフルオロプロパン�
ジクロロメタン�
N,N-ジメチルホルムアミド�
ダイオキシン類�
トルエン�
鉛及びその化合物�
ニッケル�
ニッケル化合物�
フタル酸ジ-n-ブチル�
フタル酸ビス（２-エチルヘキシル）�
ほう素及びその化合物�
ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル�
マンガン及びその化合物�
メチレンビス(４,１-フェニレン）=ジイソシアネート�

�
１０３-２３-１�
１００-４１-４�
 １０７-２１-１�
１３３０-２０-７�
�
�
�
１７１７-００-６�
�
７５-０９-２�
６８-１２-２�
�
１０８-８８-３�
�
 ７４４０-０２-０�
�
８４-７４-２�
１１７-８１-７�
�
９０１６-４５-９�
�
１０１-６８-８�

１�
９�
４０�
４３�
６３�
６８�
１００�
１０８�
１３２�
１４４�
１４５�
１７２�
１７９�
２２７�
２３０�
２３１�
２３２�
２７０�
２７２�
３０４�
３０９�
３１１�
２-７８�

３.５�
１９.８�
１.９�
８.２�

２４２.８�
２.２�
１１.２�
２０.２�
２８.２�
１.３�
６８.５�
６.１�
－�

１１３.０�
３９.４�
１２５.０�
３５.０�
５.２�

１,０３１.３�
１５.２�
４.８�
２８.９�
３１３.２�

１.４�
０.０�
１.５�
５.４�
６４.５�
０.０�
０.０�
０.１�
０.０�
１.３�
５８.９�
６.１�
１７.５�
８２.１�
０.０�
０.４�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�

０.０�
０.０�
０.０�
１.１�
０.０�
０.０�
０.６�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.１�
２.３�
０.０�
０.０�
１１.１�
３.４�
０.０�
０.０�

０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�

０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�

１.６�
０.０�
０.０�
０.０�

１４９.６�
０.０�
０.０�
１８.１�
０.４�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
１.１�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.３�
０.１�
１.３�
０.０�
０.０�

０.０�
３.１�
０.０�
０.０�
１６.５�
０.７�
４.３�
２.０�
５.０�
０.０�
９.６�
０.０�
３.８�
０.１�
７.３�
０.０�
１２.７�
０.１�
１０.４�
３.９�
０.０�
０.２�

１９６.２�

０.１�
０.０�
０.４�
０.１�
１２.２�
０.０�
０.１�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
２９.７�
０.０�
２.５�
０.０�
０.０�
３９.４�
０.１�
０.１�
１.９�
０.０�

◆ＰＲＴＲ対象物質収支結果（調査範囲：ＹＫＫグループ国内主要工場）�

物質名�CASNo.政令Ｎｏ. 取扱量� 大気� 水質� 土壌� 下水道�

０.４�
１６.７�
０.０�
１.６�
０.０�
１.５�
６.２�
０.０�
２２.８�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
０.０�
３２.１�
１２２.０�
２０.０�
５.１�

９８１.２�
０.０�
０.０�
２６.８�
１１７.０�

消費量�除去処理量� 移動量�リサイクル量�

単位:ｔ　ただし、ダイオキシン類はmg－TEQ

※取扱量が年間１t以上の物質のデータを記載しています。�

化学物質の使用・排出状況を一括管理するとともに、有害化学物質代替化の技術開発をおこない削減に
努めています。�
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　ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）は化学的、熱的に非常に安定で
電気絶縁性に優れるため、トランス、コンデンサーの絶縁油、可塑剤、
熱媒体として幅広い分野で使用されてきました。その後、発ガン性、
難分解性、高蓄積性などが認められ、日本では1972年からは製
造が中止されています。�
　2002年7月　経済産業省、環境省より「絶縁油としてＰＣＢを
使用していないトランスやコンデンサーから微量ＰＣＢが検出され
た」ことが公表されました。現在、混入経路の原因究明やそれら
の処理体制を整備する方針が打ち出されています。�
　ＹＫＫでは、トランスやコンデンサーを適正に使用・保管するこ
とを目的に、現在使用中の機器について微量ＰＣＢの含有分析
を2002年度より開始しました。また、右図のようなステッカーを貼
り付け、管理強化を図っています。�
　今後は、現在保管中のＰＣＢ含有機器も含めて「ＰＣＢ廃棄
物処理基本計画（環境省）」に基づき適正に処理を行う予定です。�
�

�

環境行動目標�環境行動目標�

オゾン層保護�
�

●冷媒用CFC-11　2003年度末までに使用全廃（製造工程） �
●発泡用HCFC-141b　2002年度末までに使用全廃（製造工程・商品）�
●洗浄用HCFC-225　2010年度末までに使用全廃（製造工程）�
�

環境行動目標�

　地球温暖化防止への貢献として、建材事業では、部屋の冷暖
房効率を高める断熱商品をお客様に提供しています。これら断
熱商品の断熱材発泡用として、これまで代替フロンHCFC-141b
を使用していましたが、 順次水発泡への切り替えを行っています。�
　2002年度は、このHCFC-141bの使用全廃を目指して取り組み
ました。外装材・雨戸等ほとんどの商品は水発泡へ切り替えを完
了しましたが、一部の商品については、年度内切り替えができず、
目標達成とはなりませんでした。�
　これら一部商品につきましては、2003年度末使用全廃に向け、
引き続き検討を進めてまいります。�
�

冷凍機や空調機の廃棄時において、確実なフロン回収を行うために対象機器にフロン回収ステッカーを
貼り付け、台帳管理を行っています。�

●微量ＰＣＢ管理�

　カラーアルミ板とノンフロン硬質プラ
スチックフォームの複合構造の外装材で、
断熱性、遮音性に優れた長寿命型商品です。�

外装建材「アルカベール」�

ノンフロン対応商品�

アルカベール�
の構造�
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環境行動目標�環境行動目標�

土壌保全�
�

●立地における環境影響評価（環境アセス）の実施�
●土地購入時の汚染評価規定（法整備に基づき設定）�

環境行動目標�

　YKKグループでは地域特性により、地下水を生活用水及び工
業用水として利用している工場があります。これらの工場の地下
水については土壌汚染防止の観点から継続的に調査を実施し
ています。�

　調査項目は現在使用していない物質も含めて過去に使用履
歴のあるものを測定しています。その結果は全ての項目が不検
出となっています。�

●地下水調査�

　2003年２月15日、土壌汚染対策法が施行されました。YKKでは
自主的に1999年度から地下水調査を実施してきましたがそれに
加えて土壌汚染対策法の基準に沿って調査を進めています。�
　2002年度は調査手法に沿って所有地の概況調査、土地履歴
調査を経て土壌分析調査が必要な土地を特定して「土壌調査
計画」を作成しました。�
　2003年度はこれに基づき土壌調査を実施していきます。�

●土壌調査�

土壌の採取� 土壌ガスの採取�

２００２年度� ２００３年度～�

１９.３�

土壌保全は地域環境保全及び土地資産価値の観点から経営リスクマネジメントにおいて重要なものと�
位置付けて取り組んでいます。�

◆調査手法�

所
有
地
の
概
況
把
握�

�

土
地
履
歴
の
把
握�

調
査
対
象
サ
イ
ト
の
確
認�

調
査
計
画�

調
査
実
施�

１９９９年度�
２０００年度�
２００１年度�
２００２年度�

＜０.０１�
＜０.０１�
＜０.０１�
＜０.０１�

�

◆地下水調査結果�

テトラクロロエチレン�トリクロロエチレン� 1,1,１ートリクロロエタン� ジクロロメタン� 六価クロム� セレン� シアン化合物�

単位:mg/

＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�

�

＜０.０２�
＜０.０２�
＜０.０２�
＜０.０２�

�

＜０.００２�
＜０.００２�
＜０.００２�
＜０.００２�

＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�

�

＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�

�

＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�
＜０.００１�

�
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　生産工程で使用される燃料は設備更新時にあわせて灯油、
LPGなどの低硫黄燃料を採用しています。また溶解炉やボイラー
に低NOx効果のあるバーナーを導入するなど、窒素酸化物の発
生も抑制しています。�
　東北工場では、木屑焼却施設から排出される廃熱でボイラーを
稼動させ、熱の再利用を図っています。また、ダイオキシン対策とし
て焼却炉内の温度調節や排出ガスの急冷処理、バグフィルターに
よる集塵など、徹底した管理を行っています。�

●大気汚染の防止�

東北工場　木屑焼却熱回収施設�

水生生物調査�

黒部事業所　冷却水回収池�

水使用量（百万m ／年）�3

水使用量推移（YKKグループ国内主要工場）�

３２.９�

２２.２�

０�

４０�

１９９０年�１９９８年� ２００１年�２０００年�

２１.５�
１９.３�１９.３�

２１.６�

２００２年�

１９.２�

１９９９年�

５�

１０�

１５�

２０�

２５�

３０�

３５�

環境行動目標�環境行動目標�

環境保全（法規制等の遵守）�

●遵法性の確保�
●環境負荷低減経営の更なる徹底�
�

環境行動目標�

工場・事業所からの排ガス中の硫黄酸化物（ＳＯｘ）、窒素酸化物（ＮＯｘ）、排水などは、法律や協定よりも
厳しい自主管理基準を定めて管理しています。�

　黒部事業所では、2001年度から排水放流先の河川にて水生
生物調査を実施しています。河川に住む生物は水質の影響を反
映しており、水生生物調査は水質の総合的な評価方法であるとと
らえています。2002年度は前年度より調査点を増やし、より多くの
箇所で水質評価ができるようにしました。�
　今後も引き続き調査に取り組んでいきます。 

●水質汚濁の防止�

　水を大切な資源ととらえ、製造工程の冷却水の有効利用による
水の使用量削減に努めるとともに、雨水を地下へ浸透させること
により地域の地下水保全に積極的に寄与しています。�

●水の有効利用�



Ⅴ・環境マネジメントシステム�

●２００３年度末までに世界の主要拠点でＩＳＯ１４００１認証取得を完了する�
�

ＩＳＯ１４００１認証取得と活用�

環境行動目標�
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　国際的に展開するグローバル企業として環境管理の国際規
格ISO14001に準じた環境マネジメントシステムの構築を推進し
ています。環境マネジメントシステムでは、環境リスクについても
確実に対応できるような仕組みづくりを行っています。�
　2002年度は新たに国内５拠点、海外１３拠点で認証を取得し
ました（総計４３拠点）。ＹＫＫ（株）建材４工場で認証を取得し、
国内製造部門の主要拠点で認証取得を完了しました。�

２００２年度実績�

　国内においてはオフィス系、営業系を主とした未取得拠点の認
証取得を進めています。2003年度末までに海外拠点も含めた世
界の主要拠点での認証取得を完了します。�

今後の取り組み�

ＩＳＯ１４００１（環境マネジメントシステム）は、国際企業として欠くことのできないものです。各事業での
環境改善活動をより確実に実施し、目標を達成させるため認証取得を推進しています。�

ＹＫＫ韓国社　ＩＳＯ１４００１認証取得�

　２００２年１０月、ＹＫＫ韓国社においてＩＳＯ14001の最終審査
が行われ、認証を取得することができました。�
　ＹＫＫ韓国社の掲げた目標と管理計画は、水の消費量削減、
エネルギー節約、資源品の節約再使用などです。�
　まずは社員の意識教育ということで定期的に勉強会を実施
しました。「環境との調和」を最優先課題とし、「きれいな環境を
私たちの子孫へ」をスローガンに、各工程ごとに目標を定め色々
な難事に挑みました。�
　韓国の古くからの食文化の習慣で、食べ切れないほどの量
を用意し、残すことが美徳とされてきたこともあり、節制や削減、
調和という概念を実践に移すのはなかなか大変なことでした。�
　実務的には、水の消費削減は品質にシビアに反応するためリ
サイクル装置の設置、廃水処理は薬品の節約よりも排水の質
の向上を優先するなどの知恵と工夫で推進しました。�

　ＩＳＯ14001取得に際し社員からは「自分たちの仕事と環境が
繋がっているなんて今迄考えたこともなかったけれど新しい発
見だった」や「小さなことの積み重ねが結果に繋がることを知った」
などの感想が聞かれ、社員みんなの意識が環境のみだけでなく
もっと広い意味で高まったと感じました。�
　今後は取得より更に難しい「継続と展開」に社員一同、力を
合わせて取り組んで行きます。�

工機事業�

�研究開発�

�管理系、関連会社�

�

６３%

４３% ５９%

６４%�

�

�

◆YKKグループISO14001認証取得率  －人数率－�
２００３.３末現在�

国　内� 海　外� 合　計�

ファスニング事業�
（製造部門）�

建材事業�
（製造部門）�

グループ合計�
（製造部門）�

１００%�

�１００%�

�２８%

６３%�
(９０%)�
�

７９%�
(１００%)�

６７%�
（９２％）�

０%

５９%

１００%

１００%

２２%

６３%



グループ内部環境監査�

●世界の主要拠点で内部環境監査を実施�
環境行動目標�
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　グループ環境協議会が実施するグループ内部環境監査を
1994年より実施しています。各工場・事業所では環境マネジメン
トシステムに基づく自主内部環境監査も行っています。�
　グループ内部環境監査では、グループの環境経営基本方針
や基本政策との合致、環境リスクへの対応を社内専門家によっ
て確認しています。�
　2002年度は国内３工場で内部環境監査を実施しました。結果は、
ＩＳＯ１４００１に準じた環境マネジメントシステムに基づき概ね積極
的に環境改善活動や環境リスク対応がなされていたものの、グル
ープの環境経営基本方針や基本政策との合致に若干不備が確
認されました。監査結果は監査実施工場に報告され必要な改善
が講じられるほか、環境政策委員会に報告されグループ環境活
動見直しのための材料となっています。�

２００２年度実績�

　グループ全体での環境改善活動を推進するうえで内部環境
監査は重要な活動と位置づけています。今後もグループ環境政
策の達成に向け、世界の全事業拠点を対象として継続的にグル
ープ内部環境監査を実施していきます。 

今後の取り組み�

社内専門家によるグループ内部監査を実施し、遵法体制の強化、環境リスク管理を含めたグループ全体の
環境パフォーマンスの向上へ向けた助言・勧告・支援を行っています。�

被監査部門経営者�
東北工場　山口工場長の感想�

　東北工場は、操業当初より、地域との共生を目指し、「水と緑
の公園工場」の実現に努めてまいりました。今回、ＹＫＫグルー
プ内部環境監査を受け、グループ内他事業部など、環境におけ
る専門的立場の方々に、当工場の日々の環境活動をチェックし
ていただき、また、色々な意見や助言をいただき、これまでのやり
方を改めて、見直すことができました。また、ＹＫＫグループ内で
の環境に対する考え方のベクトル合わせができ、新たなステップ
アップのきっかけになりました。これが、環境ＩＳＯ更新審査にも、
役立つプロセスになった事も間違いありません。�
　東北工場は、アルミ系、木質系、樹脂系、ガラス系といった色々
な素材を扱っているので、環境においても、多様な対応が必要
であり、難易度があると思います。ただし、このことを、きっちりと
乗り越えることが出来れば、工場としての大きな実力になるはず
です。今年度は、ゼロ・エミッションに挑戦します 。�

� 工場排水を利用した�
水公園�

監査風景�

◆グループ内部環境監査の流れ�
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　環境設備投資、環境保全コスト、単発的効果を算出しました。�
　環境会計基準は「環境会計システムの導入のためのガイドライ
ン（２００２年版）」（環境省：2002.3）に準拠しました。�
　公害防止にかかわる環境設備投資額は、ダイオキシン対策や

排水処理施設の入替えなど大きな投資が完了したため減少して
います。長期的に効果が継続する省エネルギー対策については
毎年ほぼ同等の設備投資を行っています。�

環境会計�

◆２００２年度　環境保全コスト実績（範囲：国内ＹＫＫグループ）�

環境設備投資�

環境行動目標�環境行動目標�

●環境会計システムの運用と活用�
環境行動目標�

売り上げ�
（億円）�年度�

３,８５７�
３,８５２�
４,０５６�

総設備投資�
（億円）�

１５６�
２１８�
３０７�

５.７�
５.９�
１３.５�

（億円）�

環境経費�

２８.０�
３３.２�
４０.３�

（億円）�

０.７�
０.９�
１.０�

売上比（％）�

０.１�
０.２�
０.３�

売上比（％）�

３.６�
２.７�
４.４�

設備投資比（％）�

２００２年度実績�

２００２年度環境会計結果�

６４３�
４３６�
５５６�
１,６３５�
７８�
４９０�
４９０�
６１�
０�
４８�

２,８０２�
３,３１７�
４,０３０�

１７２�
２４２�
６６�
４８０�
４２�
１１�
２７�
４�
０�
４�

５６８�
５９２�
１,３４５�

公害防止�
地球環境保全�
資源循環�

木屑焼却熱回収施設バグフィルターの設置  �
省エネルギー対策、燃料転換に伴う設備の導入�
リサイクル対応に伴う設備の導入�
�
リターン廃サッシ解体費用、通い式梱包材�
ISO14001維持管理費、環境展示会、環境報告書、環境関連分析、緑化�
環境配慮型商品開発 �
地域社会との共同ボランティア活動  �
   �
消防設備の点検と管理�

上・下流コスト�
管理活動コスト �
研究開発コスト �
社会活動コスト �
環境損傷対応コスト�
その他のコスト 

項　　目� 設　備　投　資� 経　　費�

事業エリア内コスト�

事業エリア内コスト計�

合　　計�
２００１年度�
２０００年度�
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（単位：百万円／年）�

環境活動に投入される費用を明確化し、より効率的かつ効果的な環境投資を行うための環境経営判断に
活用するとともに、社会に企業姿勢を示す材料として環境会計情報を開示しています。�

対策別セグメント環境会計事例（ルーツブロアーの導入効果予測）�

　ファスナー用金属材料の最終仕上圧延工程では、ワイヤー表
面の圧延潤滑油を工業用高圧エアーで除去していました。しかし、
工業用エアーは、ドレンの水分や油分を含み、温度も低いので、
除去効率が悪いことがありました。�
　それを改善するため、新規設備導入の条件として、エアーの
風量・吐出圧力・乾燥度・温度、省エネタイプを設定し比較検討
をしました。機種以外にも設置方法でも効果に差が出ることが
わかり、ルーツブロアーを圧延機１台に１基配置し、配管を短くす
る事で、工業用エアーに比べて品質の向上、省エネルギー、
CO2削減を実現しました。�

設備投資�
（千円）�

効果金額�
（千円/年）�

コスト回収�
（年）�

環境保全効果�
（ｔ-ＣＯ2/年）�

環境改善効率�
（ｔ-ＣＯ2/億円）�

３,１６０�２３,７００� ２３,０１１� １� ７４９�

主な取り組みの内容�

ルーツブロアーは断
熱圧縮をするため、
温度が約４０度程度ま
であがり、ドライエア
ーでかつ風量も多い
のでワイヤーの乾燥
に適しています�

２００２年度�
２００１年度�
２０００年度�



◆２００２年度　主要環境保全活動の実質効果（範囲：国内ＹＫＫグループ）�

◆２００２年度　環境保全効果（範囲：国内ＹＫＫグループ）�

　新規設備の導入に当たっては、セグメント会計（いろいろな条
件下での効果を予測）を行うことで、費用対効果の最適化を図っ
ています。�
　現在は省エネルギー設備が中心ですが、他の対策設備につ
いても実施していく予定です。�
　また、各工程の製品と発生ロスの物量と金額を把握し、資源の
有効利用、作業の効率化を図ることにより、環境負荷を低減させ
ながらコスト低減させる「マテリアルフローコスト会計」の導入を検
討します。�
�

今後の取り組み�

効果�

省エネルギー�

古紙回収�

廃棄物対策�

輸送対策�

梱包材削減�

１９２�

１�

３４�

０�

４２�

５３�

１２�

３４�

１５０�

１０�

生産工程の改善、高効率設備の導入などの効果  �

古紙回収場の改修など。効果は売却益および回収による焼却費削減経費  �

リサイクル設備の設置など。効果はリサイクルによる埋立て処分費削減額  �

ターミナルポイント設置による輸配送ルート効率化、鉄道輸送へのシフト  �

ハウスメーカー向け通い箱梱包など梱包方法改善効果�
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環境投資項目�
環境投資金額�
（百万円）�

効果金額�
（百万円/年）� 内　　容�

ＣＯ２�

水の使用量�

 アルミ地金�

 電気銅�

ＮＯｘ�

ＳＯｘ�

ＢＯＤ�

ＣＯＤ�

廃棄物埋立て・焼却処分量�

ＰＲＴＲ対象物質�

輸送（ＣＯ２）�

３０５,１６４�

１９,２５０,０００�

１０９,７５０�

７,８２０�

５３６�

１４１�

４３�

２５�

４,０３６�

２,０２８�

２０,０８１�

３０６,７５４�

１９,１９８,０００�

１０９,３７４�

９,４６０�

４６４�

１３１�

４６�

２５�

２,８７５�

２,１２９�

１６,５７６�

３０５,５６０�

１９,２７４,９８７�

１０９,８９２�

７,８３０�

５３７�

１４１�

４３�

２５�

４,０４１�

２,０３１�

２０,１０７�

環境負荷項目�

環境負荷量（t／年）�

-１,１９４�

７６,９８７�

５１８�

-１,６３０�

７３�

１０�

-３�

０�

１,１６６�

-９８�

３,５３１�

-０.４ �

０.４ �

０.５ �

-２０.８ �

１３.５ �

７.２ �

-６.８ �

０.１ �

２８.９ �

-４.８ �

１７.６ 

-４２.６０５�

２,７４７.５７４�

１８.５０３�

-５８.１６７�

２.５９４�

０.３６３�

-０.１０５�

０.００１�

４１.６２２�

-３.５１１�

１２６.０１９�

２００１実績�
（t／年）�

環境改善効率�
（ＥＥ値）※２�
（t／億円）�

２００２換算※１�
（t／年）�

２００２実績�
（t／年）�

削減量�
（t／年）�

削減率�
（％）�

※１．２００２換算：２００１年度の環境負荷実績をベースに２００１年度と２００２年度売上実績を勘案して算出します。�
　　　　　　 ２００２換算＝２００１年度環境負荷実績×２００２年度売上実績／２００１年度売上実績�
※２．環境改善効率（ＥＥ値）：環境保全コスト１億円当たりどの程度環境負荷を削減できたかを表します。�
　　　　　　　　　　　　ＥＥ値＝削減量／環境保全コスト（２００２年度２８億円）�
　　　　　　　　　　　　この数値が大きいほど環境改善効果があったことを意味します。�
�

環境改善効率（ＥＥ値）の推移�

資材�

投入資源に�
関する効果�

輸送に関する効果�

排出する環境�
負荷、廃棄物に�
関する効果�

改善の効率は前年とほぼ横ばいでした。�

ＣＯ２（輸送含む）�

ＮＯｘ�

ＳＯｘ�

ＢＯＤ�

ＣＯＤ�

廃棄物埋立・�
焼却処分量�

ＰＲＴＲ対象物質�

２０００年度�２００１年度�２００２年度�

０�

１５０�

-５０�

１００�

５０�
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Ⅵ・環境コミュニケーション�

内部環境コミュニケーション�
従業員の環境意識の高揚を図るために、環境情報提供や参加型の環境に関する企画を実施しています。�

吉井前水俣市長による環境セミナー（２００２.９.１８）�

�

環境セミナー�

環境アクション２５（職場編）�

e-Learningによる環境教育�

グループ海外工場環境データの収集�

　前水俣市長の吉井正澄氏による環境セミナーを行いました。水
俣病問題の克服のご経験をもとに、具体的な環境問題の取り組
み事例やこれからの取り組み方について多 ご々紹介いただきました。�
　確とした理念のもと、環境保全活動に取り組むことで、一人一
人の小さな行動でも大きな成果を生むなど、個々の業務の中でも
環境保全活動の成果をあげることができるということが実感できま
した。�

　昨年に引き続きグループ全社員を対象に、各自の環境意識の
向上と地球環境保護活動の実施を目的とした、「環境アクション２５」
を実施しました。�
　今回は職場でできる環境への基本的な取組事項２５項目を月
ごとのテーマに沿って実践し、３ヶ月間の得点でそのエコライフ度を
チェックしました。 ISOの行動目標に取り入れた職場もあり、ほとん
どの職場で活動の得点がUPしました。�

　新規採用者の導入教育には、環境問題とグループの環境保
全活動を主体とした環境教育を行っていますが、２００１年度より
採用内定者向けにe-Learningによる入社前の環境教育も行って
います。�

　グループの海外工場環境データを収集し、データベース化し
ました。�
　各国の現状把握をするとともに、今後のグループトータルの
環境改善に向けた施策立案に活用していきます。�
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�

　ＹＫＫグループでは、従業員が環境保全活動・ボランティア活動へ積極的に参画できる機会を設けています。�
　環境への取り組みと、YKKグループが提供できる環境配慮型商品を知っていただくために、広く社会に
環境情報の公開を行っています。�

社会との環境コミュニケーション�

エコプロダクツ２００２　２００２年１２月５日～７日�
東京ビッグサイト�

エコメッセージ2003に�
ついてのお問い合わせ先�
�
ＹＫＫ ＡＰ（株）　総務部　環境推進グループ�
TEL:０３-３８６４-２１８２　FAX:０３-３８６４-２３３０�

　ブラジルでは環境ISOの取得企業も少なく、社内は元より、地
域全体への環境意識の啓蒙活動が必要とＹＫＫブラジル社では
以下のような活動を行いました。�

ＹＫＫブラジル社の環境保全活動�

　ソロカバ市郊外のショッピングセンターにて、地球環境、ブラジル
の自然、YKKブラジル社の生産活動と環境保全といったテーマ
でのパネル展示と子供向け塗り絵コーナー（環境テーマ）を設置
したイベントを行いました。�
　ソロカバ市民に対し環境保全の大切さを訴えること、YKKブラ
ジル社の環境保全に対する取り組みをアピールすること、YKK社
員の意識向上が主目的でした。�

環境イベントの開催�

環境保全活動の一環として、周辺地域の緑化活動を提案しました。
ＹＫＫブラジル社は樹木の苗木400本の植樹を行いました。�

ソロカバ川流域への植樹�

　地域の職業訓練学校にて、YKKブラジル社ソロカバ工場の
ISO室長が環境マネージメントシステムをテーマとして、地球環境
と生産活動に関する講演を行いました。参加者は一般市民で、
パネルディスカッションもあり、地域住民の環境に対する意識向上
の一助になれたものと考えています。�

環境保全に関する講演の実施�

　「エコプロダクツ2002」へ「循環型商品を広く社会へ提供する」
をコンセプトに出展しました。使い終わった後にリサイクルしやす
いように簡単に分解できる断熱サッシ『エピソードウッド』や、環境
低負荷素材である植物由来のポリ乳酸を主成分とした『生分解
性面ファスナー』などの環境配慮型商品を体験コーナーにて紹介
しました。 

展示会への出展�

　昨年に引き続き、ＹＫＫグループの建材環境配慮型商品の詳
細を紹介した、エコ商品カタログを２００３年２月に発行しました。�

エコメッセージ２００３�

●地域社会との共生�

●情報の開示�
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●ISO14001認証取得年月（範囲の拡大）�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

黒部牧野工場�
�

〒９３８-８６０２ 富山県黒部市牧野９３８　�
TEL：０７６５-５４-１１００　�

２０００．８�

１０４千m2�

５３千m2�

工業地域�

ファスニング製品製造、建材押出金型加工�

１９１名�

第一種電気管理�

３３,３７７千kWh/年�

７６１ 　/年�

８４３千m3/年�

河　川�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

黒部工場�
�

１９９８．８�

１,０１７千m2�

８１４千m2�

工業専用地域�

ファスニング製品製造、建材製品製造、精密機械・装置・金型製造�

４,４７３名�

第一種熱管理、第一種電気管理�

１９５,９５４千kWh/年�

１８,１５２ 　/年�

９,９０３千m3/年�

河　川�

な　し�

〒９３８-８６０１ 富山県黒部市吉田２００　�
TEL：０７６５-５４-８０００�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

黒部越湖工場�
�

２００２．１２�

２２１千m2�

１５４千m2�

工業地域�

建材用部品製造、雨戸シャッター製造�

６７０名�

第一種熱管理、第一種電気管理*1�

３０,７４７千kWh/年�

９７６ 　/年�

６５７千m3/年�

海�

な　し�

〒９３８-８６０３ 富山県黒部市吉田９４２５　�
TEL：０７６５-５７-０８１５　�

�

*1： 黒部工場管理のもと、黒部工場の受変電設備から受電しているため�
　   エネルギー管理指定工場は黒部工場として指定�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

黒部荻生工場�
�

〒９３８-８６０４ 富山県黒部市荻生１　�
TEL：０７６５-５７-２０５１　�

�
２００２．９�

３３７千m2�

１２６千m2�

無指定�

建材製品加工・組立�

７２７名�

第一種電気管理�

１２,９４４千kWh/年�

４１６ 　/年�

２２６千m3/年�

河　川�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

滑川工場�
�

〒９３６-８５１０ 富山県滑川市杉本３００３　�
TEL：０７６-４７７-２３００　�

２００２．６�

６６７千m2�

１１６千m2�

無指定�

建材製品加工、組立�

３８０名�

第二種電気管理�

１０,６９４千kWh/年�

４２３ 　/年�

２３２千m3/年�

河　川�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

富山水橋工場�

〒９３９-３５５５ 富山県富山市水橋市田袋１５-２１�
TEL：０７６-４７９-２１１０　�

�
２００２．６�

３４千m2�

２０千m2�

準工業地域�

木質建材製品加工�

６１名�

該当せず�

２，０２４千kWh/年�

１０４ 　/年�

３千m3/年�

下水道�

な　し�

国内主要工場�
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●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

金属材料研究所�
�

〒９８１-３３４１ 宮城県黒川郡富谷町成田９-５-１�
TEL：０２２-３５１-５５００�

�
２００１．４�

１５千m2�

４千m2�

工業地域�

研究開発�

１６名�

該当せず�

９４３千kWh/年�

１４ 　/年�

２千m3/年�

下水道�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

�

●土地総面積：　�

●建屋総延べ面積：　�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

�

●電力総使用量： �

●燃料総使用量（原油換算）： �

●水総使用量： �

●漏洩、流出事故：�

YKK AP １７工場�
�滑川工場、秋田工場、新潟工場、栃木工場、茨城工場、埼玉工場、�

千葉工場、京葉工場、神奈川工場、静岡工場、三重工場、滋賀工場、�
落合第一工場、落合第二工場、山口工場、福岡工場、熊本工場�

１９９８．１２：滑川工場、２００１．５と２００２．１に�

範囲の拡大により、全工場で取得完了�

２５４千m2�

１９０千m2�

建材製品加工、組立�

１，９５４名�

滑川工場：第二種電気管理�

その他の工場は該当せず�

１５，８５５千kWh/年�

９１４ 　/年�

２２２千m3/年�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

北海道工場�
�

〒０６１-３２９６ 北海道石狩市新港南１-２２-３３�
TEL：０１３３-６４-４１３４　 �

�
２００３年度末取得予定�

６３千m2�

２２千m2�

工業地域�

建材製品製造�

１４５名�

該当せず�

３,５６７千kWh/年�

１５０ 　/年�

９千m3/年�

下水道�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

東北工場�
�

〒９８９-６３９２ 宮城県志田郡三本木町三本木吉田１�
TEL：０２２９-５２-３５００　 　�

�
２０００．６�

７２９千m2�

３２４千m2�

工業専用地域�

建材製品製造�

１，４９９名�

第一種熱管理、第一種電気管理�

７３,９８２千kWh/年�

６,４７０ 　/年�

３,７０８千m3/年�

河　川�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

四国工場�
�

〒７６９-０２９３ 香川県綾歌郡宇多津町吉田４０００�
TEL：０８７７-４６-８０１４ �

�
２０００．３�

３３０千m2�

１８０千m2�

工業専用地域�

建材製品製造�

８９１名�

第一種熱管理、第一種電気管理�

３４，０７０千kWh/年�

１２,４８４ 　/年�

１,４１６千m3/年�

海�

な　し�

●ISO14001認証取得年月�

●土地面積：　�

●建屋延べ面積：　�

●用途地域：�

●事業内容：�

●従業員数：�

●エネルギー管理指定工場：　　�

●電力使用量： �

●燃料使用量（原油換算）： �

●水使用量： �

●排水の放流先：�

●漏洩、流出事故：�

�

九州工場�
�

〒８６６-８５１１ 熊本県八代市新港町１-１０ 　�
TEL：０９６５-３７-１１１１ 　�

�
１９９９．３�

３４２千m2�

２０５千m2�

工業専用地域�

建材製品製造�

１，０２２名�

第一種熱管理、第一種電気管理�

３３，６８８千kWh/年�

１３,５００ 　/年�

２,０６６千m3/年�

海�

な　し�



Ｓ＆Ｂ製造：スナップ、ボタン、リベットなどの金属製品製造�
Ｔ＆Ｐ製造：面ファスナー、繊維テープ、バックルなどの樹脂製品製造�
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ミニサイトレポート�

  土地面積 延べ床面積 事業内容 従業員数 
  （千㎡） （千㎡）  （人） 
①北中米 ＹＫＫ　Ｕ．Ｓ．Ａ．社 １，２２６ ２２３ ファスナー、Ｓ＆Ｂ、Ｔ＆Ｐ製造 ９２７ 
 ＹＫＫカナダ社 ５７ ２９ ファスナー、Ｓ＆Ｂ製造 １７５ 
 ＹＫＫ　ＡＰアメリカ社 ８０９ ７２ 建材製造 ３９０ 
②南米 ＹＫＫブラジル社　 ２４７ ５１ ファスナー、Ｓ＆Ｂ、Ｔ＆Ｐ製造 ４３１ 
③東アジア 上海ＹＫＫジッパー社 ６１ ４５ ファスナー製造 ５５６ 
 ＹＫＫ香港社 １４ １４３ ファスナー製造 ６５４ 
 大連ＹＫＫジッパー社 １４８ ６９ ファスナー製造 ４０８ 
 ＹＫＫ台湾社（ファスナー） ７９ １１１ ファスナー製造 ８７１ 
 ＹＫＫ韓国社 ４３ ３１ ファスナー製造 ３０４ 
 ＹＫＫ深�社 １０５ ７４ ファスナー製造 ７４６ 
 ＹＫＫ台湾社（建材） １２ ７ 建材製造 ７８ 
④南アジア ＹＫＫインドネシア社 ８４ ３３ ファスナー製造 ８６４ 
 ＹＫＫインドネシア社ＰＰＤ工場 １１ ８ ファスナー用繊維材料製造 ８６ 
 ＹＫＫジプコ社 １５９ ７６ ファスナー及びファスナー用部品製造 ６９０ 
 ＹＫＫシンガポール社 １４ １２ ファスナー製造 ２１８ 
 ＹＫＫタイ社 １４６ ３０ ファスナー、Ｓ＆Ｂ製造 ４３５ 
 ＹＫＫフィリピン社 ６０ １２ ファスナー製造 ２３３ 
 ＹＫＫインド社 １０５ ２８ ファスナー製造 ３１９ 
 ＹＫＫアルミコ・インドネシア社 １６４ ６４ 建材製造 １，１３７ 
⑤ヨーロッパ ＹＫＫ英国社 ７４ ３８ ファスナー製造 ２１５ 
 ＹＫＫシュトッコ・ファスナーズ社 ４９ ２３ Ｓ＆Ｂ製造 ２７１ 
 ＹＫＫドイツ社 ５６ ２０ ファスナー製造 １８０ 
 ＹＫＫフランス社 ６２ ２５ ファスナー、Ｔ＆Ｐ製造 １８２ 
 ＹＫＫイタリア社 １３８ ３３ ファスナー製造 ２０６ 
 ＹＫＫスペイン社 ４９ １０ ファスナー製造 ２５２ 
 ＹＫＫギリシャ社 ３０ ３ ファスナー製造 ３６ 
 ＹＫＫトルコ社 ６７ ２３ ファスナー、Ｓ＆Ｂ製造 ２０４ 
 ＹＫＫエジプト社 １７ ６ ファスナー製造 ８２ 
 ＹＫＫサザン・アフリカ社 ３３ １８ ファスナー、Ｓ＆Ｂ製造 ２０１ 

①MSDS WEB管理システムの導入�
　01年よりMSDS管理会社と契約をして、Webサイトを利用し
たMSDS管理およびUpdateを行っています。従業員は、各現
場の端末ならびに24時間の電話サービスにて必要な有害物質
に関する最新の情報を即座に入手、緊急時の対応が可能です。
また煩雑な書類整理、管理が不要となりました。�
�
②Waste Minimization Plan（有害産廃削減計画）�
　法律により、毎年有害物質の削減計画の立案、実施が義務
付けられています。効果の大小は規定されてはいませんが、地
域に対する企業責任として常に有害物質の使用量削減につ
いて努力する姿勢が求められています。�
　Macon工場では、VOCの削減（ダイカストの離型剤用灯油
廃止等）、低水銀蛍光灯への切替、エチレングリコール再利用
化による排出量削減等の実績があります。�
�

③ISO14001に基づく有害薬品・産廃削減�
　ISO14001導入に際し立案された計画に基づき有害産廃の削
減を行っています。実績としては、亜鉛メッキのノンシアン化＋新
メッキラインの導入によるシアン使用量とシアンスラッジの削減（年
間約8tのシアンスラッジ削減）、黒染め処理のノンセレン化、有害
塗装ブーススラッジの削減（洗浄用シンナーのノンメチルエチルケ
トン化によりブーススラッジの一般廃棄物化に成功）などがあります。�

海外ＩＳＯ14001認証取得済み工場�

MSDS WEB管理システム�

YKK U.S.A.社　メーコン工場 『化学物質のリスク低減活動』�
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電力 燃料 ＣＯ２ リサイクル量 処分量 リサイクル率 紙使用量 水使用量 排水の 漏洩、�
（千ｋＷｈ） （ｋｌ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （％） （ｔ） （千m3） 放流先 流出事故�
１３４，１５５ ４，４７６ ５７，３７１ ６３５ ２４５ ７２ ２４．７ ７８６ 下水道 なし�
８，５３９ ７８２ ４，６７２ １７０ ９８ ６３ ３．６ ７８ 下水道 なし�
２４，７４１ ３，３１４ １５，７２９ １，５０５ ５６８ ７３ ６．０ ２４１ 下水道 なし�
１２，７１８ １，１０７ ７，６１２ ５３６ ５１９ ５１ ２．６ ２４８ 河川 なし�
１３，０８３ ９５５ ７，２１７ ６７９ １９ ９７ ９．５ ２９７ 下水道 なし�
２４，１９０ １，０８９ １１，４７６ ２４９ ２３ ９２ １３．３ ２１３ 下水道 なし�
１１，７５８ １，２９８ ７，６５８ １９５ ３２ ８６ ８．７ ３２６ 下水道 なし�
５８，２４２ ３，０３０ ２９，２２３ ４０４ １，０７１ ２７ １９．９ １，０００ 河川 なし�
６，７１４ ６４０ ４，１０２ １１０ １６９ ３９ ５．２ １０２ 河川 なし�
２１，０７８ １，３０２ １０，９７８ ６４４ ３６７ ６４ ６．６ ３６９ 河川 なし�
４２２ ０ １５１ ５ ２ ７５ ０．６ ３ 河川 なし�

１４，３９２ ２，１４２ ９，８６４ － － － １１．０ ３０１ 河川 なし�
６，４６１ ４，９３７ １５，８４６ ０ ６７ ０ １．７ ６６ 河川 なし�
３２，６５２ ９７７ １３，６８４ ０ １２ ０ １．７ ２７９ 河川 なし�
５，００９ ３２９ ２，６６５ ６３ １９ ７７ ３．７ １１２ 下水道 なし�
８，２３３ ６４０ ４，６８９ ８ ６８ １１ ４．３ ２２３ 海 なし�
３，３１０ ２９２ １，９９７ ６２ ６３ ５０ ２．２ ７７ 河川 なし�
７，７５３ ３，０５８ １０，９２３ ９９ ７５ ５７ １．９ ２０７ 下水道 なし�
３０，６７２ ５，２６３ ２１，８７３ ２，６８０ ５３ ９８ ６．８ ２８５ 河川 なし�
５，００３ １，５０４ ５，８７１ ６８ ３４７ １６ ２．４ ８０ 下水道 なし�
３，８３７ ５，５０７ １２，５７３ ３４５ １１０ ７６ ７．７ ３４ 下水道 なし�
４，３８０ ７９７ ３，４４２ １８９ ０ １００ ３．１ ８６ 下水道 なし�
４，１２４ ８６１ ３，２５９ ５２ １３６ ２８ ３．３ ６１ 下水道 なし�
８，２３０ ３，１２５ ９，４４９ ４８０ ５９ ８９ － ４０４ 河川 なし�
１０，０６０ ６３８ ４，９１６ ２６１ ３４５ ４３ ６．６ １２０ 河川 なし�
５５６ １０５ ４４３ － － － － ５ 下水・地中 なし�
４，２３５ ４８５ ２，５２３ ８ ４３ １７ ２．８ ２１９ 下水道 なし�
７０１ １３１ ６１０ ９ － － １．１ ４４ 下水道 なし�
２，９３２ ４９５ ２，８０８ ３７ １７ ６９ １．７ － 下水道 なし�

ミニサイトレポート�

（2002年度実績）�

※２００２年度は、構外への漏洩・流出事故はありませんでした。�

上海ＹＫＫジッパー社�
①ダイカスト亜鉛集塵装置の設置�
　ダイカスト炉より排出される亜鉛粉塵の排気対策として、高
効率の回収フィルター式を備えた集塵回収装置を設置しました。
このシステムは、工程の作業環境改善はもとより、大気中への
亜鉛煤煙放出量が低減され工場周辺環境にも配慮しています。�
�
②メッキ純水化設備排水の再利用�
　メッキ工程では純水器の排水をそのまま排出していましたが、
回収貯水槽 を設置し研磨ライン、脱脂ラインに回収水の再利
用を行っています｡（30～50m3/日） �
�
③環境信頼賞を受賞�
　上海社は、法規則の遵守、ゼロ環境災害、廃棄物の削減な
どの環境改善活動が評価され、上海市閔行環境保護局から、
環境保護信頼企業表彰を受賞しました。 

集塵回収装置�

回収貯水槽�
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Ⅷ・YKKグループの環境への取り組みについての第三者意見�

　国内の環境管理体制を見る限りでは、生産現場における環境
管理が整備されており、生産にかかわる従業員の環境や安全に
対する意識も浸透していると感じました。また製品開発においては、
新たに環境の視点を盛り込んだ「エコプロダクツビジョン」を設定し、
製品を通じた環境への配慮の姿勢が見られます。このビジョンに
は環境性能だけでなく、安全・安心、快適ライフスタイルの軸を取り
込み、サステナビリティに向けた製品コンセプトを提示していること
が評価されます。�
�
一方で課題も残されており、今後環境経営そしてサステナビリティ
経営のさらなる展開に向けて取り組まれることを期待します。�

海野みづえ氏のプロフィール�
�
・千葉大学大学院農学修士修了�
・経営コンサルティング会社勤務を経て、�
 1996年(株)創コンサルティングを設立。�
�
東京大学大学院 環境プランニング講座特別講師�
環境プランニング学会 理事�

森野委員長へのインタビュー風景�

ＬＣＡ担当者へのインタビュー�

黒部リサイクルセンターにて�

　サイト単位でのマネジメント体制や目標管理システムは整っているが、グループ全体での中・長期的なビジョンや計画が明確でない。こ
のためパフォーマンス評価についても全体の達成度合い把握や次年度への年次計画への反映などが不十分であり、全社レベルでの成
果がわかりにくい。今後は海外拠点をも含めたグループ全体の体制構築が必要になる。�

●環境に関する全社レベルでのビジョン、体制の構築�

　消費者、社会の環境へのニーズを製品開発に活かし、さらにYKKから社会に提案できるような製品を展開することが期待される。�
それには開発担当だけでなくマーケティング担当もエコプロダクツビジョンを共有することが必要であり、市場との接点をさらに意識す
ることが望まれる。�

●市場のニーズを取り込んだ環境配慮製品の展開�

　現在の環境活動がほとんど生産管理、開発体制と社内中心のものであり、社会との接点の視点がやや弱い。例えば、リサイクルにつ
いては工場内のリサイクルや製品のリサイクル性能だけでなく、再生マーケットを含めた他社、他産業、消費者とのアクセスを考えた社会
的なリサイクル（再生アルミの使用など）の視点の強化が望まれる。ステークホルダーや地域とのパートナーシップがますます企業に求めら
れており、今後YKKの事業活動や製品販売を通じたコミュニケーションの展開が期待される。�

●社会やステークホルダーとの関わりを意識�

株式会社　創コンサルティング�
代表取締役　海野みづえ�
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環境への取り組みの歴史�

ＹＫＫグループ概要�

公害対策会議設立�

環境部設置�

環境憲章制定�

環境会議・７ワーキンググループ設置�

「ＹＫＫグループ環境施設委員会」設立�

「ＹＫＫグループ環境協議会」設立�

内部環境監査開始�

ＹＫＫグループ環境宣言（グループ憲章制定）�

ＹＫＫグループ環境行動目標策定�

通商産業省へボランタリープラン提出�

グリーン購入開始�

ＩＳＯ１４００１認証取得（国内２拠点）�

「ＹＫＫグループ環境政策委員会」に名称変更�

環境リーフレット発行�

「エコプロダクツ1999」出展（以降毎年出展）�

ＩＳＯ１４００１認証取得（国内２拠点、海外１拠点）�

�

１９７０年�

１９９１年�

１９９２年�

�

１９９３年�

１９９４年�

�

�

�

１９９６年�

１９９７年�

１９９８年�

１９９９年�

環境報告書発行（以降毎年発行）�

「建材事業環境委員会」設立�

製品アセスメントの実施�

環境ラベル制定�

環境会計システム構築�

ＩＳＯ１４００１認証取得�

（国内４拠点、範囲拡大１拠点、海外１拠点）�

ＬＣＡ評価の実施�

ＩＳＯ１４００１認証取得�

（国内１拠点、範囲拡大２拠点、海外１２拠点）�

建材事業「エコメッセージ2002」発行（以降毎年発行）�

塩ビサッシ材質表示�

ＩＳＯ１４００１認証取得（国内４拠点、海外１０拠点）�

環境ラベル「エコクローバー」制定�

ＩＳＯ１４００１認証取得（国内１拠点、海外５拠点）�

２０００年�

�

�

�

�

�

�

２００１年�

�

�

２００２年�

�

�

２００３年�

Ⅸ・環境への取り組みの歴史／グループ概要�

　ＹＫＫグループは、ＹＫＫ株式会社をマザーカンパニーとして、建
材事業（建物に使われる窓・ドア・木質建材・外装建材などの建
材製品製造・販売）とファスニング事業（服・カバンなどに使われる
ファスナー・ボタン・テープなどのファスニング製品製造・販売）を中
心に、国内外でグローバルに事業を展開しています。�

１９３４（昭和９）年１月１日 �

１１９億２,２７１万７千円　※２００２年１０月１日現在�

１０,３１０名　※２００３年３月末日現在 �

ファスニング製品、建材製品、精密機械・装置・金型�

〒１０１-８６４２　東京都千代田区神田和泉町１�

TEL ０３-３８６４-２０００ �

黒部工場、黒部牧野工場、黒部越湖工場、�

黒部荻生工場、滑川工場 �

北海道工場、東北工場、四国工場、九州工場�

【YKK株式会社】 

創　  業�

資 本 金�

従 業 員�

製 造 品 目�

本 　 　 社�

�

工 　 場�

世界６０カ国１２９社 �

１）YKK（株）・その他のグループ会社 １８社 �

２）YKK APグループ ６社 �

３）海外現地法人 ５９カ国１０５社�
（８８工場など計２６８拠点）�

３５,１８７名 （国内１６,７５０名　海外１８,４３７名）�

                          ※２００３年３月末日現在 �

�

【YKKグループ】 

◆窓口販売高� ◆２００２年度グループ�
窓口販売高構成比�

グループ会社�

�

�

�

�

従 業 員�

０�

１,０００�

２,０００�

３,０００�

４,０００�

５,０００�

６,,０００�

７,０００�

１９９８年�

単位：億円�

６,０８１�
５,７７７�５,７２３�５,６１６�

２,０５３�２,０９３�
２,２２１�

１,９１８�

１９９９年�２０００年�２００１年�２００２年�

YKK株式会社� YKKグループ�

建材事業�
６１％�

ファスニング�
事業�
３３％�

工機事業�
５％�

その他�
１％�

２,３４３�

５,６６４�



お問い合わせ先：YKK株式会社　環境グループ� YKK AP株式会社　総務部　環境推進グループ�
〒101-8642　東京都千代田区神田和泉町1　
TEL：03（3864）2182　FAX：03（3864）2330
ホームページアドレス http://www.ykkap.co.jp/�
E-mail：kankyo@ykkap.co.jp�
�
�

〒101-8642　東京都千代田区神田和泉町1�
�

アロマフリー型大豆油インキを使用しています�

〒938-8601　富山県黒部市吉田200　�
TEL：0765（54）8160　FAX：0765（54）8190
ホームページアドレス http://www.ykk.com/�
E-mail：kankyo@ykk.co.jp�
�

発行：ＹＫＫグループ　環境協議会　　２００３年７月�


